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資　料　紹　介
現代モンゴル語訳聖書における｢神｣の
翻訳論争に関する2つの資料
滝淳克彦　翻訳･解説
【解説】
1924年の社会主義国家建設以来､ 70年近くにわたり宗教が厳しく統制されて
きたモンゴル同では､ 1990年に社会主義体制が放棄されると政治経済的自由化
とともに宗教の自由化が進められてきた｡そこには､社会主義体制下で秘かに
維持されてきた仏教､イスラーム､シャマニズムなどの組織的再興とともに､
キリスト教やバハイ教など外凶宗教の流入も含まれていた｡特に､キリスト教
福音派の浸透は目覚ましく､教会の数は仏教寺院に匹敵するほどの勢いである｡
そのようななか､ 1998年までに4種類の異なる現代モンゴル語版『新約』が翻
訳･出版され､さらに､ 2000年には全訳『聖書』がモンゴル聖書翻訳委員会か
ら刊行される｡次々と行われる聖書の翻訳は､民主化以降のキリスト教の勢い
を表しているが､一方で翻訳をめぐる論争は絶えない｡なかでも､ ｢神｣の訳
語については2種類の異なる立場がある｡つまり､一方はモンゴル語で｢仏｣
を意味する"Burhan"という語を用い､他方は全く新しい熟語で｢世界の主｣と
いう意味の"Jb'rtb'ncL']'nEzen"を用いているのである｡その論争は一部で組織的
な対立にまで発展しているが､そこには､ ｢神｣という言葉に刻み込まれた仏
教の影響や社会主義の歴史､さらに､その語を取り巻く社会的･政治的コンテ
キストの錯綜､特に民主化の過程でグローバリゼーションにさらされてきたモ
ンゴルの社会的状況など､様々な要因が影響している｡
社会主義崩壊後､初めての『新約聖書』 1が､ 1990年8月､聖書協会連合(United
1 LUzJTJ3r3P33r rOHI{OHr. OJ7071 yJTCb川BH6JlH臼H Hr)rDC･jH HMiir?MJl?r, 1990第二版より賀書協会連合の支
部となったモンゴル平吉協会(M,,ng,,/yn BLblEJn NLJgL,m/(,g- B)bLc Soclety OfMongol.a)の号た行になる.)
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BibleSociety)によって香港で出版される｡これは､イギリス人のJ.ギペンス
(JohnGibbens)によって1970年代から準備が始められ､民主化とともに実現
したものである｡そこで｢神｣の訳語としてギペンスによって採用されたのが､
"Jb'rtb'nc'jnEzen"- (世界の主)という新しい熟語である0 1992年夏から､キャン
パス･クルセード･フォー.クライストによって､映画『ジーザス』の上映が
始められるが､そこでも"JblrtdncLjnEzen"という語が用いられた｡つまり､
1993年までのキリスト教は､ "Jdrtb･ncLjnEzen"を宿仰対象として展開すること
になった. "Jb'rtb'ncLjnEzen"という語は､現在､キリスト教徒の神として一般
的にも認知されており､テレビなどでも用いられている｡例えば､ 2002年9月
7日にモンゴル国立放送で放映されたダライ･ラマの演説では､仏教の｢仏｣
にはHBurhan"という語が当てられていたのに対し､ ｢(キリスト教の)神｣には
"Jb'rtL)'ncljn Ezen"という別の語で使い分けられていた0
-万で19_9_3年末､新しい聖書翻訳の必要を主張するアメリカ人宣教師R･レ
ザーウッド(RickLeatherwood)､日本人宣教師島村貴らを中心に､モンゴル聖
書翻訳委員会(Mongolyn Biblljn Orcvuu/gyn Horo() - Mongolian Bible Translation
committee)が設立される｡翻訳委員会は､後に長老派､アツセンプリーズ･
オブ･ゴッド教団､バプテストなどの教会からもメンバーが加わり､超教会･
超教派的な組織となる｡彼らは1995年5月にヨハネとマルコの福音書を､ 1996
年11月には『聖書新約』 2をLLfJ.版するが､そこでは｢神｣は仏教で｢仏｣を表す
言葉と同じ"Burhan"という語があてられていた3｡それ以降､モンゴルの福音派
では､神は2つの名をもつこととなる4｡翻訳委員会は､ 2000年7月に現代モン
2　Eu6.7u LIJulLJ rJP33, yJlaaH6aaTap Mot7rOJTbTFT BⅥ6JIHiiH Opt7yyJTrbTfJ Xopoo, 1993
3　この語が歴史卜最初に規れるのは､マルコ･ポーロの『東ノJ見聞録』中である() ｢キリスト教徒は
イエス･キリストを自分たちの神だといい､阿教徒はマホメットを､ユダヤ人はモーセを､偶像教
徒はサガモ二･ポルカン(訳注釈迦牟尼仏)をあけ､それぞれに柁られた最初の人をあげるo朕は､
どの)jも天にあ-,てはFy-ち)Jあり､かつ最も真実なるノ).々であるので､この四人にひとLく敬愛を
掛ヂ､救いを賜るよう祈るのである｣ (マルコ･ポ-U 『全訳マルコ･ポーロ東方見聞録』 (青木
一夫訳)校倉吾),ち.㌧ 1960年､ 96-97頁)‖
4　幣青翻訳をめぐるこの対立は､教会間の乳畔とも純びついていた｡即ち､モンゴル伝道の初瓢から
ギペンスを中心とするキリスト教会と､それに対;/-.するムンヒ-ン･ゲレル教会が二人勢力となっ
ており､ ｢モンゴルのキ1)スト教は､この二大教会の対11/-の歴史である｣と述べる人もいるrJ
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ゴル語で初めてとなる新旧全訳『聖書』 5の刊行をもって解散するo Lかし､新
旧全訳『聖書』は､ 2004年に聖典聖書協会(Arlun Bicvees BiblLjn NIjgemleg)によっ
て改訂版が出版され､改訳の作業自体は現在まで継続中である｡
その他､ 1996年にウイットネス･リーの教会によって出版された『新約一蒙英
聖書』6と､日本アッセンプリーズ･オブ･ゴッド教団の北村彰秀牧師が運営する
現代モンゴル聖書翻訳連盟による1998年の『新約』 7を合わせて4種類の『新約』
がある｡ウイットネス･リーの『新約』は､ 1952年に香港で出版されたモンゴル
文字による聖書を､そのままキリル文字に直し､英語版を併記したものである｡
それゆえ､ 1952年版そのままに｢神｣は"Burhan"という語で表されている.また､
北村も"Burhan"を用いているが､ 1952年版や翻訳委員会版が文語調の逐語訳で
あるのに対して､北村の翻訳は聖書協会版同様､説明的な意訳となっていが.
1999年発行のモンゴル･キリスト教讃美歌委員会による『讃美歌』
(MagtaalynDuu)においても主に"Burhan"が用いられており､出版物では
"Jb'rtb-ncljnEzen"よりも"Burhan"の方が優勢である｡福音派をまとめる連絡会
議であるモンゴル福音同盟は､ 2000年11月に出版された資料中の｢信仰告白｣
に"Jb'rtb'ncLjnEzen"を用いているが､ 2001年からは機関誌エルナ-(EIcv)上で
"Burhan"を使い始め､その後の出版物､ウェブサイトでは現在まで"Burhan"を
使い続けている｡さらに､ 2001年に『モルモン経』をモンゴル語で出版したモ
ルモン教や､バハイ教りなど福音派以外の外国宗教は全て"Burhan"を採用して
5　ApuyFi blu6/7u, yJlaaH6aaTaP. MoHroJlbm I;H6J川iiH OptlyyJ-rbIH Xopoo, 2000.
6 IIJzJIIJ r)P)J( MoHrOJl-AHIJIH I;‖611日, yJlaal16aaTap MolirOJI BallpJ'IH Mr)那), 1996
7 IIJIIlJ3 r3P3, yJTaaH6aaTap Opt川H YeHiiH Mol1rOJIbJH 】SH6JIHiiH OptlyyJlrI'JH XoJ1600, 1998
8　長日｢悼｢現代モンゴル語訳聖書の継起的進化について｣ 『日本モンゴル･1;''会紀要』 31 129-15O､
2O()川Lを参照｡
9　BaxayJlJ1a 皮 34)¢eHILH,Ea.ray.7ノ7(J',ZI17〃 C_vp'7aa.7blfLP33.7JCuC, yJlaaH6aaTaP MoHrOJII,IH Baxai川yyJIhlH
YIIn )Clt"ii OLOyl1 CaHaaHbI tlyyJlra, 1998､ A6yJT-Baxa, ytJuP lIt7 r(JZ7Jla',JぐafJ 3aptJ^4 A(･yy皿aJl,
yJlaaH6aalaP MoHIIOJ1bJH Baxa如yyノIblH Y即lp)CHL4ij OtoyH CallaaHJ,I tlyyJlra, 1999などo例えば､ ｢必ず
読むべき短い祈り｣では､ ｢経が神(Burhan)よ‖　あなたはご｢l身を知らしめ､信仰させるために
私を創造された｡小さく貧しい私に対して､あなたは何より7j能にしてもつとも豊かであるしっ　あな
たより他に神(Burhun)はない｡あなたは全ての苅しみの救済者､永遠の存在者である｣とLJl'-びか
けられる‖　また､各椎の祈りにおいて｢ i-_なる天｣ (Ezeflfenger)や｢神なる天｣ (BurhanlengeI･)
というFi葉も用いられるo
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いる.このように､一般的には｢神｣ (God)の訳語としては一`Burhan"が主流
となりつつあるが､福音派に関しては､キリスト教系放送局イーグル･テレビ
ジョンやキャンパス･クルセード･フォー･クライストなど影響力の強い機関
が､現在でも"Jb'rtblncljnEzen"を使用し続けている｡
このような状況下で､先述のように｢神｣の訳語は大きな論争の種となって
いる｡特に､翻訳委員会版の『聖書』が2000年以降普及し始めると､聖書協会
は危機感を強め､ 2001年には｢神｣の翻訳に関ずる一つのパンフレットを各教
会に向けて配布する｡その直後､翻訳委員会のメンバーであったP.エン7-
アムガランが､その反論を同様に冊子にして各教会に配布している｡ここで紹
介するのは､その2つのパンフレットである｡そこには､それぞれの訳語を採
用する根拠が極めて詳細に示されている｡以下に簡単にそれぞれの解説を付す｡
【資料1】モンゴル聖書協会によるパンフレットは､ギペンスを中心とする
モンゴル聖書協会によって､ 2001年を中心に､各教会に配布されたものである｡
2001年に配布されていたことは分かっているが､正確にいつ作成されたもので
あるかは不明である｡しかし､早くとも2000年末以降であることは引用の記事
などから分かる｡
体裁は､新聞や写真などの切り抜きとタイプによる文章を割付けてコピー
し､それをホッチキスで製本した12頁の冊子である｡その大部分が他の出版物
からの引用で占められるが､それらを根拠としながら､ ①前文､ ⑤1992年から
モンゴル在住のアメリカ人宣教師の談話､ ⑦個人的見解､ ⑨現代モンゴル語に
おける『新約聖書』の最初の翻訳について､ ⑮結論､ ⑲結論のそれぞれに聖書
協会の主張が展開されている｡
その諭旨は､辞書や新聞記事など極めて多くの資料を提示しつつl`)､ "Burhan"
という語がサンスクリット語の"Buddha"を語源としており､現在でも仏教的
な意味合いが極めて強いこと､それゆえに｢神｣の訳語として"Burhan"を採用
することが間違っているということである｡特に､ "Burhan"という語について
lO本稿では､引用された資料のうち｢神｣の翻訳論争と関連の薄い部分に/)いては省略した｡
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のギペンスの見解に一致するものとして､仏教の高僧の記事が引用されている
のは興味深い｡そのような認識に基づき､彼は"Burhan"という訳語が正しいキ
リスト教伝道の障害となり得ることを主張する｡その上で､ 1968年にモンゴル
国立大学から出された『英語モンゴル語簡明辞典』 11に依拠しつつJb'rtbl11Cijn
Ezen (世界の主)という訳語を採用することが適当であると論述する.
(なお､資料中の下線部は､ギペンスが強調のため､四角く囲った箇所を表わ
している｡)
【資料2】モンゴル聖書翻訳委員会によるパンフレットは､モンゴル聖書翻
訳委員会のメンバーであるエン7-アムガランによって書かれ､ 2001年を申し､
に各教会に配布されたものである｡これも正確にいつ作成されたものであるか
は不明であるが､聖書協会のパンフレットが配布されてまもなく､それを受け
て作成されたことは確かである｡
パンフレットの体裁は､ A4サイズにプリントアウトされた用紙をホッチキ
スで留めただけの簡単なもので､写真や国などは含まれないが､ 7種類の聖書
(英語版､社会主義以前に出版された2種類のモンゴル語版､民主化以降に山
放された4種類のモンゴル語版)について､約30カ所の同じ場所で_"God"の翻
訳を比較させた対照表が添付されている(本稿では省略)｡また､末尾には補
足資料として､し.アルタンホヤグのまとめたものが添付されている｡｡
その論旨は､まず"Burhan"がサンスクリット語の"Buddha"起源ではないこ
とを語源論的に否定するが､その主張は､ドイツ生まれの乗洋学者B.ラウ
ファーの見解に大きく依拠している120　さらに､ "Jb-rtb.ncl')'nEzen"という訳語の
不適切さが語菜論的に主張された上で､ "BurhanMの止当性が歴史性､言葉の抽
象度の問題など極めて多くの側面から論じられている｡
このように､両者の主張は単なる語義論にとどまらず教義や伝道論にまで展
開し､そこに､仏教との関係性や民族的アイデンティティの問題などが重なり
合ってくるのである｡例えば､前者の主張は､仏教用語を用いることによる仏
ll C. H月MCYPr州. AI/(,JLu M("/i,()J7 T,)糾T,Jjtb, yJlaaJl6aalaP: Mo"oJl yJICL,H Hx CyplyyJIl･, 1968
12 B. Laufcr, 'Burkhanつ, Journal I)rlhL, AmerICan ()rIL,nla/ SocLen, 36 39O - 395. 1917
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教的信仰要素の混合を危倶するが､そのために"God"と"god"を区別し､それ
ぞれに対応するキリスト教の｢神｣ 〔Jb'rtb-ncE'/'nEzen〕と仏教の｢仏｣ 〔burhan〕
を対比させようとする｡一方で､後者は､ ｢仏｣を含む一般概念として｢神｣
〔burhan〕と*-1)スト教の唯一絶対の｢神｣ 〔Burhan〕をモンゴル藷の小文字
と大文字によって区別している｡つまり､英語とモンゴル語の関係性のなかで
両者が依っている立場と視線の向きは対称をなすのである｡モンゴル語上の区
別を出発点とする後者は､モンゴル独自のキリスト教を探求し､外国人宣教師
主導の教団運営を批判するなど民族主義的傾向がある｡
以上のように､聖書翻訳をめぐる論争には､教義だけではなく組織的な乳蝶
や民族主義などモンゴルの宗教状況を取り巻く様々な文脈が錯綜している｡
(資料中､翻訳者による補足･説明を〔 〕で括った｡なお､キリル文字は全
てKNAB199313に基づきローマナイズし､イタリックで示した｡)
13 Kohanlmeandmebaas ofEestl Keele lnstltuut, http //transIIteratlOn ekl.ee/pdf/Mongollan Pdf (September
3(), 2()()8)を参照し
特に注意すべきものとしては､ ''が硬百記号rI,､ iが軟苗記号l,､ eがロシア語からの外来語のe(エ)､
yが艮付青の1,1(イ-)､ ｣が半母音のii(英語のyに当たる)､之がX(英諭の｣に当たる)､ Cがu(英許
のtsに当たる)､ Cがtl(英語のchに当たる)､主がLll(英語のshに当たる)を表す｡
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【資料1】モンゴル聖書協会によるパンフレット
①〔前文〕
モンゴル聖書協会
敬愛する読者の万々へ向けて言わんとすることは､
聖書をモンゴル語に翻訳するとき､仏教の用語を用いていることが､聖書の
内界に合致しない間違った印象､概念を生じさせ､現在それが幅をきかせ､仏
教､シャマニズムおよびキリストの教えを混合して理解することによって､不
確かな思想やシンクレティツクな教義をもつ宗教運動がモンゴルに広がってい
る｡それは､西洋で｢新時代人｣と名づけられた運動と極めて似たものとなっ
ている｡
英語の"God"､ロシア語の"Bog"という語をモンゴル語で"Burhan"と訳すこ
とが間違っていることは､モンゴルの歴史､宗教､言語の著名な研究者達､仏
教の僧侶達が繰り返し述べてきたことである｡
情報や知識の不足という不運を味わい､ 2つの宗教を一度に理解しようとし
て､知恵を濁らせ､最後にはどちらも理解できずに終わってしまうことを防ぐ
ために､近年のモンゴルの新聞､出版物､また辞書の解説などの一部を取りあ
げ､あなた方の知識の幅を広げてみたい｡言葉が一つの概念を表し､文がただ
一つの考えを表現するということを認めず､自己流に歪曲して解釈すること
が､最終的に十分な発見に至ることはできないということを意識してみること
は､決して余計なことではないだろう｡
モンゴル聖書協会
②モンゴル科学アカデミーが出版した資料(1980年代)
N.ドルジトゴフ　私は､ゴンポジヤヴ住職の傍らで7年間働いたo　ゴンポジヤ
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ヴ氏は､翻訳については極めて細かく理解し､厳密な人であった｡例えば､"bog"
という語が"burhan"と翻訳されていることを批判していた.もともと"burhan"
という語は､シッダールタに与えられた称弓･であり､悟りを開いた者という意
味の語である｡東西の文学を互いに翻訳するのは､極めて困難であると考えて
いたo　なぜなら東西では習慣や哲学も全く異なっている｡リンチェン氏は､ソ
ビエトの翻訳方式を大いに利用していた｡現在､語蓑研究が無くなってしまっ
たのは非常に残念である｡行う必要がある｡
C3)ロシア連邦仏教徒センターよりブ1)ヤート語で出版された､ボヤン〔Boyan〕
紙の1991年第1号｢言葉の解説｣欄に､ "Burhan"という語の意味が解説されて
いる｡
｢-･この語は､古代インドの『よく編まれた』という､あるいはサムガルデイ
(サンスクリット)語の"Budda"という語が起源であると言うo　後に､ "Burhan"
と転託した歴史がある･.･しかし､この語はロシア語の"Bog"という語とは異
なるものと理解する必要がある｣と書かれている｡
④ゾ一二一･メデー〔zuunyMedee〕紙1999年11月24日弓･
｢仏と天を同時に怒らせるかも知れない｣
私の家の扉をたたいた｡開いたところ､二人の若者が私の手に『新約』という
給麗な本を持たせ｢どうぞ読んでください｣と言って､行ってしまった｡めくっ
てみたら聖書の翻訳であった｡私には必要なかったが､その二人の後を大声で
呼びながら追いかけることもできず､捨てることもできず､ばらばらと目を通
してみた｡その結果､失望のあまりにこの論説を投稿することにしたのであるo
Burhanとは何であるかo　それは､人である｡紀元前624年(様々な説があるが､
ここではダシナョイリン寺の住職C.ダンパジヤヴが今年のモンゴリーン.メ
デー173号にR.ジヤヴの質問に答えているのを採用した)に､インドのサヒヤ
氏凶の王スッド-ダナの家に生まれた｡
母は､マナヤといい､ +にシッダールタという名を与えたo王子は貴族の豪
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膏な環境でわがままに育ったが､人の世の本質を知るために7年にわたって行
者となった後に､ Buddaつまり完全に悟った者の称号を受ける｡ Buddaという
名は､サンスクリット語の発音で"d''と"rMが入れ替わり､ Burhaとなった｡こ
の名が､インド､チベットを経てモンゴル語に入ってくるとき､ほとんど同じ
形でわずかに変化してBurhanとなったのである｡とすれば､イエス･キリス
トとは何であろうか｡これもまた人である｡西暦､つまり我々が現在用いてい
る暦は､この人が生まれた臼を起源としている｡イスラエルのベツレヘム車で
マ7)アという女性の最初の息了-として生まれ､イエスという名をもらったo後
にイエス･キリストと称した｡イエスは救済者､キリストは｢選ばれた者｣あ
るいは｢選ばれた｣という意味をもつようである｡都合66巻の聖書の最後の27
は､この人の伝記､教義からなる｡実質的には､聖書の全体に渡り英語で
"GOD"､ロシア語で"BOG"の息子であると書かれている｡ "GOD"あるいは`BOG"
という語をモンゴル語訳すると､ TL,nger 〔大〕､ ezenTTenger 〔主なる大〕､
Tengerezen 〔天主〕となるo私がもらった現代モンゴル聖書翻訳連盟版『新約』
というカバー付きの本では､ TengerをBurhanと訳しているo　また､モンゴル
聖書翻訳委員会の出した『聖書』､ 『新約』 (ウランバートル中央郵便局私書箱
1172)､ナルマンダハの『和音』などもnengerをBurhanとしている｡このことは､
訳の分からない人々の驚き､怒りを買い､大衆を､特に若者を明らかに惑わせ
ている｡上で明らかにしたように､ Burhanと7Tengerは全く別で､その教義さ
えも全く異なっているo Burhanを頭や心を通じて血肉に浸透するまで崇拝し
てきた世代の信心を利用し､モンゴル人を惑わせようとする努力が､そのウラ
にあるのではないのか｡
もし､そうであるなら人の信じる､信じない白山を詐欺的なやり方で侵して
いることになる｡近年様々な宗教が広まるのに関係してか､聖書をモンゴル語
に翻訳する組織も存在するo　そこには､映由を翻訳するいくつかのテレビ局も
含まれる｡その翻訳者たちのモンゴル語､英語どちらかの知識が薄弱なために
L述のような文章を､モンゴル人が理解することもできないようなままに翻訳
されてしまった.それによって､人類の文化･歴史の価値ある遺産の一つであ
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る聖書を敗めている｡それゆえ､彼らは皆どの言語から翻訳したのかというこ
とを明かそうとしないのである｡
いくつかの文章から例を引いてみよう｡ 〔モンゴル聖書翻訳委員会の〕 『聖書』
の新約に｢あなた達の止しき者は大衆の削こ触れていることに注意せよ｡もし､
あなた達がただ兄弟達だけと挨拶を交わすなら､他人以上に何をしているだろ
うか｣ (7頁)､また､ 〔現代モンゴル聖書翻訳連盟の〕 『新約』には｢注意深く
あれ｡人に見せるために､人々の前で善行を行ちてはいけない｡ただ仲間達だ
けと挨拶を交わすとしても､特別に善いことをしたことになるだろうか?｣(15
良)のように､たった一つの文章をふた通りに訳し､訳が分からなくなってい
る例がそれである｡ 『福音』には､ ｢そのなかに生命があり､この生命は全ての
人類の光であった｣ (9頁)とあるが､何を言っているのか理解できない｡
我々の著名な翻訳家達が､聖書を本当に理解もせずに､金銭に執着し､色に
取りつかれて無茶苦茶に翻訳していることは極めて遺憾である｡英語でNew
testament､ロシア語で〃ovL'jZavetという聖書の名を､全てSL'negereeと訳してい
ることも全く驚くべきことである｡もともと､ SLneZahElasあるいはSinegerees
としたほうが､より適している｡また〔福音を〕 sqjnmedeeとせずに､ Bayart
medeeという万が自然に聞こえる｡
『聖書』および『新約』で滋siis､ 『新約』でJesus､ 『福音』で血sijs､別の出
版物でもILSijs､ JL'sus､ Jesiiiis､ Jesuusと様々に書かれているo　このような事態
こそ､ nengerをBurhanとしてしまうことに無神経であるだけに止まらず､教
義を狂人の記号のように奇形化し､英語をねじ込ませてまるで車輪の乱みのよ
うにモンゴル語の音韻を狂わせ､ジープで追い立てるように翻訳家たちを金で
煽る外国の宣教師達(宗教の煽動者)が､全て人罪を犯していることを暴露し
ているではないか｡しまいには､ Tenger 〔天〕とBurhan 〔仏〕の両方の逆鱗に
触れるかも知れないでしょうに｡
ツェデンギ-ン･ナムスライ
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⑤ 1992年からモンゴル在住のアメリカ人宣教師の談話
我々が1992年にモンゴルに来た直後､モンゴル語で出版した聖書の『新約』
の翻訳に関して､ ｢これはJb'rtb'ncLjnEzenの言葉ではもはやない｡翻訳は間違っ
ており､あらゆるモンゴル人には理解できないような言葉遣いが見られる｣な
ど､多くの批判が広がっていることを耳にするようになった｡私は､それを多
くの人々から聞き､ガラテヤの信徒-の手紙5章19-21節のように､イエス･
キ1)ストの信徒達のあいだに乱標がfF.じ､罵りあっているのを知って､心が痔
き痛んでいた｡
ある会議では､翻訳者達が同席していないにも拘わらず､翻訳に関して話し
合い､彼らの侵すことのできない神聖な権利と翻訳を愚弄していた｡私は､こ
の会議を即刻退席してしまった｡なぜなら､いかなる人であろうとも､とりわ
けモンゴル語･文化を知らないで､聖書のモンゴル語訳を批判していることが
極めて不快だと思ったからである｡残念なことに､私以外の誰も退山する者は
いなかった｡このような言い争いをしても､モンゴル語や文化についての知識
が不十分である限りは､何ら結論は出ないだろう｡代わりに､私は､モンゴル
におけるイエス･キリストの肉体たる人々の乱控が解消されることを望み､毎
日J(7rt()'ncljnEzenに懇願することを心に決めたのである｡
しかし､それから7年以上の月Rが流れ､ Jb'rtb'ncLjnEzenの慈愛により私も
モンゴル語をかなり良く理解できるようになったようなので､聖書のこの翻訳
に関してわずかながらではあるが､意見を述べられるようになったと信じてい
る｡
私は､ 1992年に初めて聖書のモンゴル語訳を読み始めたときには､モンゴル
語をほんの少しまねる程度で∴およそ全く分からないと言ってよいぐらいだっ
た｡そのため､モンゴル語学やその構造を理解することだけで手一杯だったの
は紛れもない事実である｡私は机の上の一方に英語版聖書､他方にモンゴル語
版聖書を置き､傍らに辞書を置いて､例えばヨハネによる福音書の10章11節は
どうか､というように互いに突き合わせながらも､英語とは極めて異なるモン
ゴル語の規則､言語構造にかなり手間取っていた｡
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次第に私はモンゴル語を群解するようになり､聖書翻訳の基本的原則を多少
理解するようになり始めたとき､モンゴル語版聖書の翻訳が英語版と比較し
て､より自由に翻訳されたものであるということに気づき､そのように理解す
るようになった｡ Jb'rtb'ncE'/'nEZenの言葉をモンゴル語で読むことができるよう
になったことは､筆舌に尽くしがたい喜びであった｡もしモンゴル語で話し､
読み､書くことができない人々が､この翻訳と翻訳者たちを批判することがな
かったなら､モンゴルの信徒達は聖斉についてなんらかの疑念を抱くようなこ
とはなかっただろうにと､私は心から確信している｡私の悲しみは言語に維す
るものであった｡
私は､この翻訳を長年にわたって使用してきた結果､この成剰二村する非難
が全く無根拠で､個人的な人間関係から生じたものであることを疑わない｡
聖書の翻訳に仏教用語を用いることは極めて重大な過ちであることを､私は
自分自身の経験に基づいて明言することができる｡私は､研究の一環としてモ
ンゴルの一般的な信仰者が自分と自分自身の信仰対象についてどのように考え
ているかを慎束に研究してみようと､ウランバートルと地方の仏教寺院に何度
か行ってみた｡私は､この調査によってモンゴルの普通の信仰者が"bu,han"と
呼んでいるこの信仰対象を､つまり仏像をかなり篤く信じ､畏怖していること
に気づいた｡彼らはまた､仏教儀礼をIllのオヴオーや河川､木や岩に対して行
うなど､シャマンの儀礼と混同している｡私は､長年にわたって様々な人々に
連れられて礼拝の場所に行ってみた｡私はそこに行くとき､大人､若い女性､
幼い子供が供物を捧げ､香を焚き､灯明を点し､乳や酒を捧げ､空に米をまい
ているのを何度もみた｡彼らは仏教とシャマ二ズムを深く信仰しているため
に､このような儀礼を行った直後には､それら仏像の前でお辞儀をし､礼拝す
る｡ある人は､地に脆き､うつ伏せに体を伸ばして礼拝する｡
もし､聖書の翻訳で仏教の用語を用いるなら､何年後かにはすべての宗教は
同じであるという考え方がはびこり､いくつかの宗教が混同されて極めて面倒
な事態が生じてくることは疑いようがない｡もし､彼らが地方で仏教の用語を
用いて翻訳した聖書をもっていたとしたら､またそれについて教える教師がい
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なかったならば､長い時間を経た古代の伝統的崇拝がキリストの教義と混同さ
れるかも知れない｡宣教師が常に身近にいるウランバートルにおいてでさえ､
そのような現象がいくらも生じているのを我々は目にし始めて久しいo　実際､
私は､人がキリストの写真を持ち帰り､家庭で仏の祭壇に仏像らとともに置い
ているのをこの日で見たのであるo　キリストの教会に通っている一部のモンゴ
ル人は､先祖を敬い､仏の加護を得るためにイエスを拝んでいると私は耳にした｡
一般的なモンゴル人がJb'rtblncljnEZenとその真実の言葉を仏教と混同してし
まう原因を与えるような仏教用語を聖書翻訳に用いるよりは､ Jb'rtL)-ncljnEzen
という語に全く新しい意味をもたせたほうが､はるかによい｡もし我々が
"God"､ "heavenM､ "sin"というような言葉を仏教用語である"burhan'' 〔仏〕､
"divaaZin" 〔極楽浄十〕､ "nijge/" 〔悪行〕と翻訳したなら､そのせいで〟rtblncljn
Ezenと彼の真実の言葉は仏教とかならず混同されてしまうだろうと､私は強
く信じている｡
トム･ショーク
⑥ヌグードウル紙インタビュー｢仏教十問一丁･答｣
我々は､創川号から｢仏教千間千答｣欄において､読者の皆さんの知性に広く
訴えていく｡今回は､ガンダンテグナンレン寺14管長チョイジャムツ氏に来て
頂いた｡
〔記者〕 ｢仏教千問千答｣欄を今号から始めていきたいと思っている｡
〔チョイジャムツ〕仏教に関する千の質問に対して答えを聞こうとするこの企
画は､とても興味深い｡我々は古い伝統から70年間遠ざかっていた｡仏教とい
うものを傍に感じなくなるという非常に残念な事態であった｡そのような状況
で､民衆が疑問に思っていることについて千の質問を挙げ､それに答えようと
するのは､信者の一助となること甚大であるばかりでなく､読者の疑問を新聞
を通じて尋ねることもできる｡我々のこの｢千間千答｣は､まずは平易な問題
14モンコル仏教の総本山､ 193O年代後半の社会十義による人粛消以降､唯一;Jl:教irI動が許されていた
寺院である｡
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から始め､次に仏教の専門用語について質疑応答の形で進めるなら､後々､仏
教の講義やダライ先生の演説を耳にするにつけても､道次第〔/amrim〕やロジ
ン〔/ojin〕などの専門用語を先に知っていることになるのでよいことであるo
ダライ先生がやって来て演説を行うとき､その言葉をただ耳に入れるだけでは
なく､その意味の次元に分け入ることを可能にしてくれる､極めてよい企画で
ある｡
1. Burhanとは何か?
サンスクリット語の"Budda"という語から転計ヒしたと言われる｡第2音節の
"da"をモンゴル人が"ra"を付したように発音していた｡ "Budda"がこのように
"Burhan"と言われた｡しかし､これは様々に説明されている｡チベット語では
"Sanzve"という｡ "Son"というのは｢清浄になる｣という､ "zve"というのは｢広
がる｣という意味をもつ｡すなわち､普通の人が仏-と至る5つの道に基づき､
禅定の極めて厳密な方法で自身の内面を浄め､外的な悪行を消し､善行を広め
た者のことを"Burhan''と呼んでいる0　5項と5種の極めて厳密な高度の禅定を
行い､心を浄めて獲得する｡その後に"Burhnyhutag" 〔仏の至福〕に至るので
ある｡
2. Sasvlln 〔宗教〕とは何か?
"svasvin"について釈迦がはっきりと述べるには､ ｢罪悪を行わず､徳を行い､
自分自身の心を管理することができることをBurhnysbsyinという｣と教えてい
る｡ Burhnysyas7nは心に存在するものである. Burhnysva57nは他の宗教と2つの
点で大きな違いがある｡まず思想的に､そして慈悲深さの点で違いがあると考
える｡
3. BL'iYrel 〔信仰〕とは何か7
人には､まず最初に"bigre/"というものが生じる｡これは人の心に存在する｡
Hbisvrel"の最初の段階は､寺院に行って徳を積み､法会を行ってもらい､祈り､
心を信仰で浄めることである｡
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4. Siiseg 〔信心〕とは何か?
人の心が浄められ､ "bisvre/"が生じ､その教義的な意味を理解することを
siiseg"という｡我が人民が仏教に向かうときの意識は､ bI-irrelがあり〔信じて
おり〕､ siisegがある〔信心が深い〕｡
5, Itgel 〔信念〕とは何か?
"L'tgerは､仏教への入口となる. Burhanとその教義に対する"ltgerによって､
人は仏教徒となる｡
〔以下略〕
記者Z.ガントルガ
⑦個人的見解〔ジョン･ギペンスによる(本人の署名はない)〕
モンゴル人へ向けてイエス･キリストについて語らせようとする､ Jb'rtb.ncljn
Ezenの召命に1968年から気づき始め､ 1971年にはモンゴル語を学ぶためにリー
ズ市の入学に入った｡私は､そこで英語を学びに来た9人のモンゴル人と知り
合った｡彼らは主に政府高官や上流階級の息子や娘達で､皆ソビエト連邦の大
学を卒業した人達だった｡当時､モンゴルからイギリスに留学するということ
は､極めて稀な例であったo
私は､ある日彼らとともに食事を摂るために大学食堂に座っていた｡静かに
お辞儀をして､食前にJb'rtb'ncLjnEzenにお祈りをしたo彼らは私を見て何をし
ているのか尋ねた｡私はモンゴル語で｢私はburhanに感謝を表しているのだ｣
と言った｡私は当時､ある辞書で"God"を"burhan"と翻訳していたために､そ
れしか知らなかったのである｡彼らは私のこの言葉を頑なに非難して､
｢"burhan"というのはモンゴル人独白の信仰対象であるo　だから､あなたはモ
ンゴルの信仰対象に向かって祈りを捧げるべきではない｣と言ったのである｡
つまり､彼らにとっては､ Hburhan"という語は聖書の"God"という藷とはどう
しても一致しない､彼ら自身の民族的な信仰対象の名前であると私は気づいた
のだった｡実際､彼らモンゴル人がイギリスの大学の部屋にいるとき､自ら持っ
てきていた"burhan"の椅麗な肖像入り絵はがきの数々を部屋に広げて､我々を
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｢護ってくれるのだ｣と説明していた｡
私は1972年にウランバートルに来て､モンゴル国立大学のモンゴル研究室に
学んだ｡私は当時ジョン･カロフ博士と他の先生方の指導の下､聖書翻訳者の
ウイクリフ記念協会の監修による聖書翻訳のための｢語学夏期大学｣で学んで
きたo私を助けてくれた多くの人々のなかでも､聖書の『新約』のモンゴル語
への翻訳､出版に至るまで助言､協力してくれた人はカロフ博士だった｡私は､
当時モンゴルに行ったとき､モンゴル語でほとんど円山に話せるようになって
おり､モンゴル語をそれほど早く修得できたのは､ひとえにJb'rtb'ncijnEzenの
おかげであったo私は1972年から『新約』のマルコによる『福音書』を手始め
に､少しずつモンゴル語への翻訳を開始しており､それについて先生方と話し
合う時間が授業において多くの割合を占めていたo
聖書のなかの"God''という名詞をモンゴル語のどのような語で翻訳すべき
か､という澗題が生じてきた｡ "burhan"という語は､いつの日か何らかの論争
を巻き起こすのではないかと､私はすでに気づき始めていた｡その為､先生方
に｢何か適切な用語を見つけて決める必要があるのではないか｡私は何と言っ
てよいのか分からない｡つまり､私はある魂について､モンゴル語でその名を
どう表現すべきか悩んでいる｡それは日に見ることがない､実体的な体をもた
ない､唯一で永遠の存在者たる魂である｡それは完全なる精神と､完全なる智
をもち､無から世界を作り出し､森羅万象を保護し､統べる､もっとも純粋で､
神聖な､完全無欠のものである｡その魂は､人格的な性格をもつがそれを認識
することはできない｡このような魂をモンゴル語で何と呼べばよいのだろう
か｣と尋ねた｡
私たちは､このことについて幾度となく話し合った｡彼らは適当な名を与え
ることができなかった｡ "burhan"はどうか､と私は自分の意見を述べた｡する
と彼らは､ ｢そのように言うわけにはいかない. burhanはモンゴル人の信仰対
象である｡あなたの説明したものは､burhanよりもはるかに崇高なものである｣
と述べたoそこで私は､ ｢tengerならばどうか｣と尋ねた｡彼らは､ ｢それもだ
めだ｡それはモンゴルのシャマニズムの崇拝対象ではないか｡あなたの説明と
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これも一致しない｣と否定した｡
先生方のひとりは､言語学者のニヤムスレン氏であった｡彼はイギリスに盾
たことがあり､だいたい1966年頃だったと話していたように思う｡ナツアグド
ルジとともに彼が著したある辞書を､私はある日眺めていたoその辞書は､モ
ンゴル国立大学の監修によりウランバートルで1968年に田版された『英語モン
ゴル語簡明辞典』であったoその辞書の106則二"God"という語を2つ重ねて
訳しており､一方は小文字で､他方は大文字で書かれていた｡つまり､
god burhan･ tenger
God jb'rfb-ncljn eZen
と記されていたが､これは聖書のなかでこの語の狭義について定義しているも
のと､まさに一致していたのである｡私はこれを発見したとき舌打ちして驚き､
早速ニヤムスレン氏に尋ねたのである｡二ヤムスレン氏は英国滞在中に聖書を
読んで研究し､ "God"という語の意味が､モンゴル語の"burhan"と全く異なる
ということを知ったようである｡私は後で他の出版物､例えば､イエス･キリ
ストあるいは一般に宗教を批判するために､ロシア語からモンゴル語に翻訳さ
れた書物､つまり､聖書の"God"が存在するかどうかについて世界を創造した
jb･rt(.'.ncEjnezen"というものは絶紬こ存在しないと宣言した撫神論の〕書物の
なかからも､またこの用語を見つけた｡ニヤムスレン氏は｢そうだ､あなたの
用いるべき術語はまさにこれである｡これ以外にはない｣と言った｡私がこの
用語を用いるようになった歴史はこのようである｡
っいでに述べておくと､ Jb'rtb'ncLjnEzenが1968年に最初に私を召命し､モン
ゴルについて語りかけてきた当時は､この国は共産〔主義政〕党の厳しい監視
の下にあった時代ではなかったか｡私が1972年にモンゴルに行ったとき､そこ
ではどんな宗教･信仰についても､あるいは宗教のどんな教団についても話す
ことができなかった｡ただ人類のために命を捧げた唯一の人について母国語
で､モンゴル人が読む機会を与えることだけが､唯一の目的だったo唯一この
日的だけが私を動かした｡実際､私はモンゴルに対して愛着以上の憧れはなく､
旅行や探検にも興味がなかった｡私の目の前には､極めて困難な道が待ってい
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た｡ただ､ Jb'rt(-)lncljnEzenがモンゴル回に､誰も閉じることのできない扉を開
いた､ということだけは極めてはっきりと感じていた｡ Jb'rtb'ncljnEzenは､モ
ンゴルでこの扉を開くにおよんで､聖書の最初の(紀元1世紀の)読者達の一
人と同じように､モンゴル人や私の言葉を受け容れ､その最初の読者達と同じ
ように理解し､感じ､考えるようにとその扉を開いたのである｡このH的はい
つになっても変わらない｡
㊨ 〔S.ニヤムスレン･D.ナツアグドルジ『英語モンゴル語簡明辞典』 (ウラン
バートル:モンゴルEg:17_大学､ 1968年)より表紙のコピーと"god"､ "God"項
の引用〕
god n. Burhan, tenger
God n. Jb'rtb'ncLjn eZen
⑨現代モンゴル語における『新約聖書』の最初の翻訳について
〔ジョン･カロフ博士(ウイク1)フ記念聖書翻訳協会)､ポール･エリンボ
ルト博士(統一聖書協会)による解説､英語の原文がモンゴル語訳と共に載せ
られている〕
現代モンゴル語に翻訳した聖書の『新約』の最初の全訳が､統一聖書協会の
監修によって1990年の8月に公刊された｡これは､現代モンゴル語で聖書の『旧
約』の｢ヨブ記｣という本が出された直後に出版されている｡
翻訳者達は〔英文では:翻訳者のジョン･ギペンス氏は〕､ 1972年から翻訳
を始め､モンゴル国内外でモンゴル語を母語とする人々から助言を受けるとと
もに､この論説の筆者であり､下に署名された聖書翻訳ウイクリフ記念聖書翻
訳協会および統一聖書協会の評議員たちによって､それぞれの機関の計画の範
囲内で､技術と翻訳の方法論に関して助言､援助がなされた｡
この翻訳は､聖書の現代語訳に共通の二つの主要な原則に従っている｡
第一に､原典であるギリシア語の主要な意味を歪曲しないよう､できるだけ
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正確に､細かい整合性を考慮するという原則に従った｡
第二に､モンゴル語がギリシア語や英語とは全くことなる言語であることか
ら､ギリシア語の実際の厳密な意味を止しく表すために､言葉の順序と文の構造
をどうしても変えなければならなかった｡原典のギリシア語上の意味をlLしく反
映させるために､モンゴル語の構文的特徴に配慮しながら､もとのギリシア語の
順序を崩し､二つないしそれ以上の文を合わせて訳出する必要も度々生じた｡
原典のギリシア語上の意味をできるだけ明確に表し､訳出するために､古典
的な言いLgLの代わりに現代的な書き言葉を､文学的な言い回しの代わりにあ
りふれた言葉使いを用いている.つまり､この翻訳では､現代のモンゴル語の
書物で実際に用いられる表現様式が採られているのである｡
特に､ "God"という名前について､イエス･キリストの信仰をもたない中国
およびその他の凶々の言葉に翻訳するとき､人きな凶難に突き当たる｡広く協
議された結果､ "God"という語の本当の厳密な意味を正確に表すために､仏教
やシャマニズムの用語を用いることを避け､何十年にもわたって､ある時には､
キリスト教に反対する〔社会主義の〕プロパガンダに用いられてもいた
"J()'rt()'ncEl/ln Ezen"という名を採用した｡
モンゴル語を母語とする人々にこの翻訳はとても気に入られ､彼らの一部は
これを読んでイエス･キリストの信徒となった｡
モンゴル翻訳通訳者協会は､別の聖書とともに､モンゴル語によって出版さ
れたこの『新約』を､ 500部購入し､ ｢我々は聖書を人類の文化の偉大な遺産の
一部として評価する｣と言明した｡
モンゴル回にイエス･キリストの信徒が極めて少ないといえども､一部の
人々は確かにそれを受け入れて〔英文では:アルター･ギペンス夫人を秘書と
して〕聖書協会がモンゴルに設立されるに至った｡
協会は聖書の『旧約』をモンゴル語に翻訳する目標を掲げているが､ 1940年
代からモンゴル語に適用されているキリル文字のアルファベットではなく､そ
れをウイグル式のモンゴル文字〔英文では:伝統的な縦文字〕にコンピュータ
を使って変換し､出版する計画を立てている｡
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ジョン･カロフ博士(ウイクリフ記念聖書翻訳協会)
教会名誉長老､ポール･エリンボルト博士(聖書協会連合)
1991年1月14日
⑩モンゴリーン･メデー1999年9月25H :ダシナョイリン寺⊥5管長C.ダンパ
ジヤヴへのインタビュー(インタビュアー:P.ジヤヴ)
〔前略〕
〔記者〕SasyE'n 〔宗教〕とは何か?ということから話を始めましょうo
〔ダンパジヤヴ] Lf〟.号Inというサンスクリット語は､教義､学説､理論という
意味で理解してよい｡広義では､世界についての哲学理論､学説である｡
〔記者〕Sas7nを哲学理論､学説､教義とするなら､それを誰かが､ある時に
創造したのでしょうか?
〔ダンパジヤヴ〕聖書を著し､十字架の宗教を創始したイエス･キリストの生
まれたRから西暦で1999年が過ぎている｡仏教を創始したドンドヴ･ブッダ
は､それより624年前に生まれ､ 36歳のときに悟りを開き仏の境地に至った｡
一万､クルアーン経を表し､イスラームを創始したモハメッドはかなり後の
610年に生まれた人である｡
〔記者〕全ての哲学は始源的存在の問題をどのように捉えるかということに
よって区別されるo世界とburhanと､どちらが始源的存在か?世界の起源の
問題を仏教はどう考えるか?
〔ダンパジヤヴ〕仏教は､世界が先であると教えているo仏教には､世卯の成
り立ちについて､時輪諭､サデ論〔詳細不明〕､ジョド論の3つの学説があるo
ジョド諭とは､ある生物〔amL-tan〕の動く力によって微風が生じ､人気の層が
発生すると引き続いて､水の層､大地の層､火の層がそれぞれ生じ､世界がで
きあがる16｡世界は､空虚な状態から発展し､崩壊するまで合わせて80中劫の
15社会il.義娼妓後に後興されたウランハートルの寺院､カンタンテグナンレン､Ei院と並んでモンコル
仏教の二人寸院となっている(,
16牒部建･ J'山谷平『仏教の思想Ⅱ存在の分析(アヒダルマ)』角川LtJ.[･∴ 1996年､ 26128日を参,ll(in
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時期があると説いている｡つまり､空虚な状態の20中劫､生成しってゆく20中
劫､存在し続ける20申劫､消滅してゆく20中劫である17｡地球についていうと､
水の層から大気の層が激しく爆発し､ 4つの大陸と8つの小さな陸が生まれた
と考える｡世界が生まれる原因は､生物の動きであり､構造は気､水､土､火
など諸要素の関係性によって構成される｡この点で､世界を一つの起首的･魔
術的な主が創造したというように説く他の宗教からは区別される｡十字架の宗
数は､世界を創造したという超常的･魔術的な主を信じる教義を採っている
が､その主自身がどのように生じたかについては説明していない｡ Burhanの
教義に世界を生物と非生物に分ける見方はない｡生物に功徳を施すために､体､
言葉､心の至上の状態に達した個体をBurhanと言うが､どんな人や生命も､
浄化の隈想の力によって､ Burhanへと昇華する可能性があると考える｡
〔中略〕
〔記者〕 burhanの教えでは魂についてどのように考えているか?
〔ダンパジヤヴ〕魂の本質は､人の肉体とは別のものである｡自生的で､目に
は映らないが実体的なものである｡生命の存在の形態を､天､人間､修羅､畜
生､餓鬼､地獄と区別して考える｡天には､姿形をもつ､つまり肉体をもつ生
命と､姿形をもたない､つまり肉体をもたない生命の二つの形がある｡天のな
かで姿形をもたないものが魂であると誤解されるが､天というのもまたburhan
ではないo burhanとtengerにはかなりの違いがあるo他の宗教の信仰対象を
burhanと翻訳して書き､話すことは極めて大きな誤りであるということを､つ
いでに述べておこうO burhanとburhanの教えの創始者であるブッダの二つは
同一の概念である｡ burhanという概念が､ただ仏教にだけしか存在しないとい
うことを､誰もが知っておくべきである｡ burhanを､我々は信仰し､崇拝する
べきである｡ Jb-rtb'nct'jnEzenは､何も言わず服従することを説いているではな
いかo
〔中略〕
17左方嵐陀配水‖Ⅰと極刺.溝談杜､ 1973年､ 109-112,F7,を参批
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〔記者〕外国の宗教がモンゴルに広まるための土壌はどれくらい盤石である
と､あなたは評価していますか?
〔ダンパジヤヴ〕憲法に､ ｢宗教は回家に敬譲を払い､国家は宗教を尊重する｣
とあるが､そこにはただ仏教だけが含まれるのではないか､と理解している｡
しかし､近年十字架の宗教､イスラームのもっとも残忍な宗派さえも尊重する
かのように理解されるようになった｡慈善や福祉活動など､赤十字のように
様々な名の下で､主に教育や保健の分野で地位を固めてきた外国の機関の全て
が卜字架の宗教の宣伝を極めて急速に行っている｡
外国の宗教が入ってくることはモンゴルl玉lの法律で認められており､どのよ
うな宗教を選び信じるのも､あるいは信じないのも憲法によって賦与された市
民の人権である｡ただし､知らないが故に外国の宗教のなかでも残忍な宗派に
影響されてしまうかもしれない､ということを個々が警戒し､国家を守護する
必要がある｡仏教は､人間に留まらず､あらゆる生命を痛めつけることを禁じ
る慈悲的な教義をもつ｡外国の宗教は､自分の考え方を広めるために大衆の特
定の人々を選んでいる｡大勢の信者が話すには､田舎の家庭にまで､聖書とと
もに､書籍や筆箱､古着などが一緒に配られているようである｡慈善活動を楯
としながら社会の貧困層に宗教の宣伝を行うなど､胃を通して心に訴えるよう
な手段を用い､近年は教師､おもに中学･高校の教師達に積極的に働きかけて､
彼らを通して幼い心を支配しようとしている｡成人に達していない人々に宗教
の宣伝を行うことが法律で禁じられていることを､誰もが思い起こすべきであ
る｡
宗教が宗教に反するような宣伝を平気で行い､教義を信じさせ､人々を引き
つける｡このような事態について､我々のような宗教的拠点が統一的な指導者
となり､イニシアティブを執って対処すべきだと思われる｡モンゴル国に育ち､
白身をモンゴル人であると思っている子供や若者がすべて外国の宗教の影響を
受けているとしたら､いかがなものか､という個人的な懸念がある｡モンゴル
人の習慣､伝統からかけ離れたところで､モンゴル人であるという意識を完全
に形成していない人々が､外国の宗教の影響を簡単に受けやすい血のあること
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は否定できない｡
⑪イル･トヴチョ一紙､ 1998年5HNG18 (290)､ ｢過ちを正す辞書｣
〔現代モンゴルにおける聖書の翻訳そのものを全体的に批判した新聞の投稿で
あるが､聖書協会の翻訳についても問題が指摘されている｡翻訳委員会の部分
だけ引用時に強調されている点が興味深いo〕
十字架の宗教を仏教と混同していた
｢モンゴル聖書翻訳委員会｣というところから1996年に『聖書新約』という
本が｢モンゴル語｣に｢翻訳｣され出版された｡訳した誰それという人(人々)
はどんな言語から｢翻訳｣したのか､この秘密の本を読んでみるに､タイトル
から全ての文に至るまで粗雑で歪曲されたものであった｡十字架の宗教の聖典
の各タイトルも､訳として意味をなしておらず､むしろ『古くなった教え』 (だ
めになったと言ってもよい)､ 『後の教え』と訳すべきである｡なぜなら､ 『古
い教え』は紀元前のかなり昔､一方の『後の教え』の核となる福音つまり(ギ
リシア語で) ｢極_卜の教え｣という意味をもつ､イエスについての伝記は､す
べて後の紀元1 ･ 21桐山こ書かれたものであるから､新しいので峠なく後の教
えである｡別の粋由としては､ 『古い教え』つまり古代に記された書物にすで
に登場する伝説が､ 『後の教え』に伝えられているのである｡以上のことから､
この｢翻訳｣においてその名前が間違っていることは明らかである｡
さらに奇妙な事態が､その名に見られる｡例えば､この本の奥書に､ "M()ngo/
bL'blljn orLYuulgyn horoo" 〔モンゴル聖書翻訳委員会〕とあるが､ "Mongolbibli''〔モ
ンゴル聖書〕なんてものはないではないか｡正しくは､ "Bl'blE'jnMongol
orcvuu/gym horoo" 〔聖書モンゴル翻訳委員会〕と訳すべきところである｡
この本をめくると､最初のページから､意味や修辞の誤りと混乱にあふれて
いる｡正しく､丁寧な修辞をもつ文は一つもない｡少しだけ例を挙げてみてみ
よう｡十字架の宗教の至上の崇拝対象をburhanと呼んでいる｡ burhanという
モンゴル語は古代ジヤガル国のシャグジ氏族の浄飯王〔Ariunedethaan〕アル
トシド(し.フレルバータル博士の訳)の息子で､完全なる境地の名をもつ仏
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陀であるo　サンスクリット語がモンゴル語の発音に合わせて転言化したものであ
るということを知らない者が聖書を翻訳しようとして､無知をさらけHiしたの
ではないかo十字架の信者の至上の信仰対象は"EZentenger" 〔主なる天〕とい
うべきであろう｡十字架の信者つまりキリスト教徒〔Erhijijdten〕の宗教の崇
拝対象を仏教のものにしてしまうか､あるいは"Ezentenger"を仏陀にして変え
てしまう大変な名訳者のようだ.このようにして､十字架の宗教は"Ezen
7Tenger"を信じないで"Burhan" -仏陀を信じかねないだろう｡思うに､ "Bog"と
いう語を"Burhan"と取り違えて無茶苦茶にしたのであろうo実際､ "Bog"は
``tenger… 〔ここでは｢神｣〕という意味をもつ語である｡つまり､ "Burhan
tenger" 〔仏の神〕､ "Ezentenger" 〔主なる神〕､ "Ijsiis tenger" 〔イエスの神〕､ "Allah
tenger" 〔アラーの神〕､ "Yaahaavtenger" 〔ヤハヴェの神〕というように｡
また､十字架のezentengerを'Jb-rtblncljnezen"と､低くめたものさえ『新約』
の別のモンゴル語訳に出てきている｡なぜなら､あれやこれの主というのは､
モンゴル語において信仰対象の性格をもたないのだ｡ ｢養豚場のオーナー
〔ezen〕｣というのと同じである｡しかし､驚くべきことに､翻訳者は､信仰
対象ではなく､ただの一つの主人であるという､実際は妃める意味をもたせる
に至ってしまった｡そのように､上座部〔Najdan〕達を従者達に､守護神を聖
者達に､ユダヤ教の聖職者達を供養者に､高僧も供養者に､ローマ総督(長官
とも言う)を行政官､ ｢復活する｣を｢生き返る｣､悪魔〔bosoooroolon〕を悪
霊〔a/lvbin〕､悪霊を幽霊〔buzarsiins〕というように低めるべきだというのは､
全く的外れなことである｡
修辞については､なおさら言うまでもない｡一例だけ挙げれば､マタイによ
る福音書5章27 - 29節を"Sadarlazv bolohgiijgesnLjg ta nor duulsan. Harin bt'ta narf
he/ne. Emegtei hijnljg tacvaadan (本来tac7adanとすべき) hardag hiin Ziirhendee
fiiiintej hezeemj sadarlasan hereg bolno, Flerev baruun niid c7nT cvamajg bijdrijijlbel
uhaZ avaad haja. Ucvl'r nl. cyinEj biiten blje tamd hqJ-agdsanaas bilgljn cvL'nl Meg erhten
bajhgiijbajhnlcvamddeer." 〔あなた達も聞いているとおり､ ｢姦淫するな｣と命
じられているo Lかし､私は言っておくo　みだらな思いで婦人を見る者はだれ
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でも､既に心の中でその女を犯したのである｡もし､右の目があなたをつまず
かせるなら､えぐり出して捨ててしまいなさい｡体の一部がなくなっても､全
身が地獄に投げ込まれない方がましである〕と｢翻訳｣している｡これほど醜
く､誤った修辞があるだろうか｡
福音書のような古典的な名作は､文語体の秀麗な修辞で翻訳すべきである｡
"Buu sadarjavagtun hemeen mergedcecelsenEjg ta biihen duulaa buj zaa･ Em
hijmiiijnLjg hiisemZlen harah avaas liiiin /iigee setgel cyinadaa negent sadarlasan boIJ'uu･
He,evIee, Zb･v nijdc7nluruu tatah avaas (原典にはまさにuruu tatahとある) liter
uhazv haja. Cingehdj ucLrJun hemeevees LYiveer mahan bodooroo lam dor unasand
orvo/erhten dutuujavah c7nlvdeeree."のように原典に多少準じて訳すべきである｡
この｢翻訳｣吾には､文の数だけ誤りがある｡不肖は語学について熟練では
ないので､これ以卜の指摘は遠慮しよう｡人類の文学における驚くべき遺産で
ある聖書を汚すことがあって良いだろうか｡残念なことである｡十字架の信者､
っまりキリスト教徒たちが読んだ場合､ ezentengerの怒りを買い､過ちを犯す
ような行いになるのではないか｡
A.ネルビシ
⑫〔『仏陀経典の教え法句経〔Darmapada〕』より表紙のコピーと｢結び｣の
引用〕
結び
西暦紀元前463年にカピラヴァストウに近いルンビニ-の園で､サヒヤ族の
王ソツド-ダナ､妃マヤからひとりの王子がお生まれになった｡王子がお生ま
れになるとすぐにシッダールタ､訳せば慈悲をもつもの､恩をもつものという
意味の名を授けられた｡シッダールタは､その名を固く守り､睦憩によって仏
陀となるまで持ち続けた｡ Buddaという語は､他よりもより悟った､分かりや
すく言えば､理解したという意味をもつ｡ Buddaはモンゴル語でBurhanという
発音になって入ってきた｡インドには南方および北方の万言というのがある｡
Buddaは南方の方言であるo　この発音を西欧人が採ったために､世界的に
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buddaが流布したo北方の方言では､ Rの文字を発音するためburhaになる｡
このburhaがチベットを経てモンゴル語に入った｡その時､モンゴル語の名詞
を形容詞にするときに用いられるNの文字が加わり､ Burhanになった｡
⑬〔D.ダグワドルジ『モンゴル宗教道徳事典』 (ウランバートル:科学アカデ
ミー哲学社会学研究所､ 1995年)より表紙のコピーと"BURJIAN'､ "SANZAA"
項の引用〕
BURHAN
Buddaというサンスクリット語の発音の一つの変化型｡ BurhanBudda(シッ
ダールタ)はインドのサキヤ(シヤギ)氏の王族ショッドゴダナ(清浄なる
食物)という王の子が紀元前624年頃に生まれた｡ 29歳まで王族の華脊な生
活を過ごし､のちに人の世の悲哀から別れるために､宮殿を去る｡このとき
よりゴータマ(洞窟に棲むもの)という名を身にまとい､真実を想念する道
-と入った｡ 〔中略〕一方､睦想を春の最初の月の8口に完了し､体を快復
させて､同じ隼の夏の最初の月の15日に尼連禅河を渡り､その西岸のオテル
村の菩提樹〔oodfm()d〕の根元で仏の境地に入ったo　その時から､その王子
をBuddaつまりBurhanと呼ぶようになった｡
SANZAA
"Burhan''のサンスクリット名は"Budda"で､それは眠りより覚めた､花が
開いた(悟りを開いた)という意味をもつ語である0 -万､ "Budda"をチベッ
ト語で"SanZaj"と訳す.この..san"というのは蒙昧の眠りから覚めた､ "zvaj
というのは知力と能力が広く行き渡った､という意味を含んでいる｡他方､
モンゴル語では"Budda"というのを"burhan"と呼ぶようになった｡
(抄有名な学者たちは`BURHAN IIALDUN'についてのどのように語っているか｡
〔シャラヴ-ニヤンボー･ツェデンジャボフ『聖なるチンギス･ハーン』 (ウ
ランバートル:ソヨンボ社､ 1991年)より表紙のコピーと引用〕
ブリヤート共和国の研究者､作家シャラヴ-ニヤンボー･ツェデンジャボフ
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はこの本でチンギス･ハーンと当時の歴史学､言語学の観点から13世紀のモン
ゴル社会､人々についての稗解を深めた｡
BURHANHALDUNという名の起源について
Burhanhaldunという地名は『蒙古秘史』に度々登場するo
この様な地名は､古代トルコ系諸民族がこの地に生活していた時代､つまり､
チンギス･ハーンの祖先がこの地にやって来る前に､モンゴルに出現したと
我々は考えている｡
中央アジアの一都の民族が､かなり以前に信仰していた仏教と∴`burhan''と
いう語の起源は関係があるということは､疑いない｡
一方で､ haldunという語は､ヤクート語のha/tan (禿)､ hallaan (大)と似
ている｡
換言すれば､民族は､互いによく理解し合うことができるので､同様の意味
の語を共有するようになっていたことが､我々にはもう分かる｡ Burhanhaldun
という名もまた､このように生まれたと言ってよい｡古代モンゴル､トルコ人
は大と仏を全く同じように敬い信じていたのである｡
舌代トルコ語の"hallaan"という語がモンゴル語に入って"haldun"となったと
しても全く問題ない｡なぜなら､モンゴル語に文字を重ねて書くことはないか
らである｡
⑱結論
Burhanというのを､ "God"であると群解するのは誤りである｡そのように理
解することには､何ら根拠がなく､それはただ"Budda"という意味なのであるo
⑱-1 〔Ja.ツェヴェル『モンゴル語簡明辞典』 (国家出版委員会､ 1966年)
より表紙のコピーと"BURFIAN'項の引用〕
BURHAN 1.仏教の教義で､罪悪の全てを抑え､知識の全上すべての力
を手にした人､あるいは完全なる(全ての)王: burhanbagsy : b〟rhangazar,
b〟gcvBtg∂r(善いもののそばには悪いものが) ; 2.宗教儀礼の信仰対象となっ
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た様々な姿形･肖像; burhandm∂rg∂h : g〟varburhan ; zurma/burhan ; 3.
霊廟･ burhan.mvraga , ☆cagaanbLLrhan (天然痘) ; 〟laanb〟rhan (はしか) ;
doloon bLLrhan占星術(北斗七星)
埴奉-2　〔モンゴル文字(縦文字)による辞典『学生用モンゴル語辞典』 (内モ
ンゴル教育出版連盟)より"burhan''項の引用〕
b〟rhan '迷信の観点から､仏教の道理で､罪悪の全てを抑え､全ての力を
手にした者と考えられた人､そして､その崇拝対象として象られた絵画や
彫塑､鋳造､彫刻など｡
- tahL-h 〔仏を配る〕o
Cl_63-3　〔モンゴル文字(縦文字)による辞典『モンゴル語辞典』 (モンゴル国
文物古籍管理局･中国民族出版社)よりHburhan"項の引用〕
b〟rhan:聞く､考える､瞑'･想する力によって､罪悪の全てを抑え､知識の
全てを完成した個体､またそのil]'像
b〟rhnynom : burhanの説いた教え
b〟rhnysan : burhanの肖像の中に含まれた本のburhanの序列;これをsiins7g
という｡
bLLrhnysvぷteenger :中にburhanを置く;チベット語でグンゲルヴァ-と呼ば
れるもの｡
b〟rhnytiisvt'lge : burhanの後ろの背もたれのように働くこと｡
Cl_6) I 4　〔John G･ Hangin, A Concise Eng/L'sh-MongoIL'an DicII'onary, BloomlngtOn‥
Indiana UnlVerSityより表紙のコピーと"Buddha"､ "Buddhism"項の引用〕
Buddha burhan
B〟ddhism burhan sva57n, budd.
⑱-5　〔Dトウムルトゴー『現代蒙英日辞典』 (小沢重男･蓮見治雄編･訳､
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開明書院)より"BURIIAN'項の引用〕
BURHAN n.god,Buddha; imageofBuddha. (名)神､仏陀;仏像
～ baが　theBuddhaGautama.釈迦
～ sviiteen the objecc ofwor菖ip.信仰の対象
～yLhかn Buddhism.仏教
～ysra▲号intan Buddhists.仏教徒
～ yh')'rb'g image of Buddha.仏像
～gzyn ijzel atheism.無神論
～ giijn iizelten atheist.無神論者
～b.rs-b'b' godblessyou.くしゃみをした後に反射的に言う言葉
～d JWb'rgbl-　prayforgod.神(仏)に祈る
◇cagaan ～ (med.) smallpox. (医)天然痘
◇ d('loon ～ (astr.) Ursa Major, the Great Bear, the Wain. (天)北斗七星
Ql16) -6　〔Hans-Peter Vietze, W∂rterbuch Deulsch-Mongolisch, Leipzig: VEB
Enzyklopadieより表紙のコピーと"Buddhismus◆'､ "Buddhtst''､ Hbud_dyhistisch"項
の引用〕
tluddhismus mll/Sg Rel buddyn od burhny LhSin
Buddhist m8 Rel buddyn od burhny svas7ntan
btJddhistisch A ij Rel buddyn, burhny svasvny
Cl_6) -7　〔Mattai Haltod et alリMongo/ion-English DicfE'onary, Bloomington: The
MongoliaSociety, 1973より表紙のコピーと``BURHAN"項の引用〕
BURXAN / BURHAN
n･ Buddha, god, deity; lmage Of Buddha･
- baγsi. The Buddha Gautama, Shakamuni･
- bolxu. To become a Buddha; to die (hon.).
- cinartai. Buddha-like, god-like; divine･
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- pryalJ-e! God have mercy - God bless you!
(said when somebody sneezea, etc･)
-u k(pryg. Image of Buddha; icon･
- urnq)r･TheWayoftheBuddha,wayofbecomingaBuddha･wayto
Buddhahood.
-u菖asintan. Buddhist[S].
-u sirege･ Offering table before a Buddhist image, alter.
-u xutuy. Sanctlty Of rank ofa Buddha･
-u zir叩1mage ofa Buddha, religlOuS palntlng･
- ygei･ Atheistic, atheist; atheism･
- zlruXu･ To palnt a Buddha or religlOuS palntlng･
ca†an -･ Smallpox･
isegel -TT Felt idols (shamanistic)･
⑯ - 8　〔Gornbojab Hangin el al., A Modern Mongollan-English DLCtionafy, Indiana
UniversityResearchlnstitute fbrlnnerAslan Studies, 1986より表紙のコピーと
"BURHAN"項の引用〕
BURHAN theBuddha; animageofaBuddha; God; burhanhanboloh to
become a Buddha, a euphemism forHto die''; b〟rhnysyasL'n Buddhism; the
Buddhist faith; doloon b〟rhan Ursa Major;ぷhet t'rvel mjangan b〟Yhan hareelsen
cvtusgaj if death arrives, even being surrounded by a thousand Buddhaswi1l not
help
@19　lTroxel, Mongo/ion-Englih, English-Mongolian DL'ctionary, UI S･
Government Printing Office, 1953からの引用〕
Buddha burhan
Buddha, imageofthe burhan
Buddha, living hubilgaan
一130-
Buddhism burhan svazvI'nteJ'
Buddh ist burhancv
burhan Buddha : image of the Buddha
⑪　結論
上述した辞書類の説明を見るに､
1. "Bu,han"という名詞は､絶対にシッダールタ･ゴータマ､つまり仏陀とい
う個体に宛てられた称号であることは明らかである｡
2. "Bu,hnyg｡gE･n,･という術語は､ただ唯一の仏教を指す術語であることは､
明らかである｡
3. "Bu,ban"という名詞は仏教の思想が深く浸透しているために､イギ1)スの
･G｡d"という名詞とはどうしても一致しない､ただ仏教だけに適した用語で
あるということは､明らかなのである｡
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【資料2】モンゴル聖書翻訳委員会によるパンフレット
〔D "Burhan"という語の語源について､モンゴル語学者たちの間に統一の見解
は未だ存在しな･いが､様々な意見があるうちのいくつかについて紹介しようと
思いった｡もし､あなたがこれを読めば､一部の人が簡単に論証して､解説し
ているような事柄が､それほど確固たるものではないことに気づき､疑念から
解放されるのではないかと期待する｡
a)この語を｢万物の王〔haan〕｣という意味のトルコ語と解説したものがある｡
しかし､ hanというのは､ haanと全く同じというわけではないo
のちに仏陀(悟りを開いた者)となったと言われているシッダールタ･ゴー
タマがハーンであったことなどない､ということは､この様なことに多少でも
興味をもっている人なら知っている｡とすれば､このハーンという称号をなぜ
彼に与えたとするべきか､という問題が生じる｡
b) "Brahman"というサンスクリット語が語源であると､ Seifnerという人は考
えていた｡これは､人々にほとんど知られていない暖味な意見である0
C) "Budda"という語をモンゴル語に転写するとき､二重の"d'を"rh"に変化さ
せていた､という意見がある｡しかし､これは文字の翻訳の点で語られるよう
な問題であろう｡アヴタイ･サイン･ハーンの頃から､モンゴル人は仏教の経
典を極めて多く翻訳する事業が精力的に行われた｡しかし､この語は､それよ
りも比べものにならないくらい前に､モンゴル語の語童に存在したことを証明
する証拠が存在する｡
d) "Burhan"という語が､モンゴルにおいては仏教が入ってくるよりも以前に
存在したと考える人たちがいる｡ナショナル･ジオグラフィック(国家地理学
研究所の)誌の1992年第6号の23頁にドン･ベルトの記した｢地球上で最も大
きな湖｣という論文では"Burhanizm"というのを今Hのブリヤート地方のシャ
マニズムを称したものであった､とある｡ Burhanという語は､また近隣諸国
の言葉でもシャマニズムという意味をもっていたo
これらのどれも完全な信頼をもって聞くことのできるようなものではないこ
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とが､理解できるのではないだろうか｡なぜなら､この語を借用語､あるいは
他の言語における単語と類縁のものであると証明する､古代の文献､記述､証
拠がまったく存在しないからである｡逆に､ burhanという語はモンゴル語ある
いはアルタイ語族の他の言語においても同様に､外来語ではなく､崇拝対象と
して共有されてきた語である｡
ブリヤート､ハルハ.モンゴルでも一様に仏教が入ってくる以前からburhan
という語が､シャマニズムと関係のある用語であったことは理解できる｡少な
くとも､著名な元朝秘史にチンギスが｢ポルカン･カルドゥン｣という山を崇
め､敬っていることについて記述されている｡そのburhanという語の起源は
どこか｡もし我々に元朝秘史がなかったとしたら､この語が16世紀以降モンゴ
ル語に入ってきたと言いかねない人々さえ出てくるだろう｡さらに､当時のタ
ンガドのハーンをこのように命名していたこともある｡結論づけるならば､
burhanという語はモンゴル人にとっては､ ｢神〔burhan工崇拝対象〔sviiteen].
つまりdeity｣という一般的な(普遍的な)意味の語であり､さらに､シャマ
ニズム的には､ ｢あらゆる婁形､像､崇拝対象｣であり､仏教がモンゴルに浸
透する前にも､このような複合的な意味があったと考えてよい｡圭の語は､本
来的にモンゴル語であり､仏教がシャマニズムと混ざり合う形で仏陀を指す意
味をもつようになって変化したとしてよいだろう｡
②　さらに､言及すべき一つの事柄は､モンゴルの母国語で生ける神である+.
の言葉､聖書を翻訳する神聖な事業が､やっと我々の時代に始まったのでもな
ければ､モンゴル民族が世界の人々の記憶に表れ､その名が口に上るように
なった頃から何千年もの長い歴史のなかで､救いを受けた神聖な人々がただ
我々だけではないということを理解するときが来たということである｡以下に
私は､現在我々が手にすることのできる歴史資料を用い､簡単な年表を作成し
てみた｡
･1300年頃にカトリックのフランシスコ派の僧侶モンテコルヴイノが､ヨハネ
の新約､詩編などをモンゴル語に翻訳していた｡これ以降､一時期の断絶を経
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て､
･ 1750年､モラヴイアの諸侯がカルムイクにおいて､主の伝道を始める｡
･コンラート･ネイツという人が､聖書翻訳業を始めるが､完成させることは
できなかった｡･1815年､モンゴル学者ヤコヴ･シュミットの翻訳したマタイに
よる福音書がカルムイク語でlLIJJ版される｡
･ロンドン伝道協会の宣教師たちが､ 1840年に旧約､ 1846年に新約をブリヤー
ト語に翻訳して出版する｡
･ 1872年､中国で2人の宣教師により始められた聖書翻訳は､ハルハ･モンゴ
ル族に向けたヨセフ･エドキンス､ヨセフ･シェレテェフスキー主教らによる
ものだった｡スカンジナビア諸国の伝道同盟からダヴイド･ステンベルクが3
つの福音書と使徒言行録の翻訳を､ 1900年に没するまで続けた｡
･1887年､我々のよく知っているアレクセイ･ポズドネ-フが福音書をカル
ムイク語に翻訳して出版｡
･ 1894年､上海でポズドネ-フによる全ての新約が出版される｡
･ 1895年､上海でシュミットの全新約が出版される｡
･ 1952年､グンゼルの翻訳の改訂版が出版される｡ Sine TL'sfameTntと名づけられ
たこの新約が､我々の知る青い表紙のモンゴル文字で書かれた本である｡これ
を後にウイットネス･リー派の人々がキリル文字に直して､自らヘブライ語･
ギリシア語から訳したと吹聴した｡
･ 1990年､モンゴル聖書協会のジョン･ギペンスの翻訳した新約が出版される｡
･ 1996年､モンゴル聖書翻訳委員会のBibli: Sine Gereeが出版される｡
･ 2000年､モンゴル聖書翻訳委員会の聖書が全訳で出版される｡
付け加えるなら､これら全ての聖書は､互いに関連しながら､現在までつながっ
てきたのである｡つまり､我々がこれらの用語を決定するにあたって､ただ
1990年から2000年のあいだの歴史だけを記述しようとしているかのように､こ
の間題に対処しないことを希望したい｡これは､ただ現在にだけ用いられてい
るJb'rtb'ncljnEzenという語に関する問題ではない｡これまでも､これから先も
(主イエス･キリストが再びやって来る日まで)我々が直面するべき問題であ
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る｡モンゴルにおける教会の歴史は今日に始まったわけではなく､我々の代で
終わるものでもない｡我々は､時間の連鎖､時代の黄金の繋がりというものを､
考慮する必要があるのだo
③　これから､私は人々が大変よく見るモンゴル語辞典に関して述べたい｡
シャグジの辞書と我々が呼んでいる本は､ 1926年から1929年に『簡略モンゴル
語辞典』 〔Erhujjee hjalbar bolgon zohioson Mlongol ugljn TaJ-lvar cvandmany erh〕と
いう名で著されたもので､これを中国民族H版委員会およびモンゴル国文物古
籍管理局が共同で『モンゴル語辞典』 〔Mongolugljn7TajlvarTTolllという名で
1994年に出版した｡ここで､ "Burhan"という語は､ ｢聞き､思い､禅定する力
によって､罪悪の全てを遠ざけ､知恵の全てを全うした仏を､また､その像を
言う｣とある｡この説明に従うなら､どう考えてもこの語は仏教の意味だけを
表しているように見てとれる｡
④　さらに､ 1966年に出版されたJa.ツェヴェルの辞書で"burhan"という語が､
どのように説明されているか見てみよう｡ここで追記するなら､ 1929年に出版
されたシャグジの辞書では"burhan"という語をもつ熟語を見たとき､ "burhny
nom･･､ "burhny san,,､ "burhny s-b･teen ger"､ "burhny tb･S7eg"といった語嚢があるが〔資
料1のClI6)-3を参照〕､ 1966年のこの辞書には"burhan" 〔この場合､神〕､
･burhangar 〔無神〕､ "burhangajcvがud'〔無神論者〕という語桑だけが収められ
ている｡このことから､この二つの辞書が書かれるあいだに､歴史も移り､こ
の語の用法さえも別のものになったoツェヴェルの辞書で"burhangajazel"撫
神論〕といえば､無宗教主義という意味をもっていた｡これは､我々の呼び慣
れた､ atajst主義である｡ ATHEISMを訳せば､ aは反､否定する､そして
th｡ismはtheos(つまりgodを表すギリシア語)という意味である｡ ismは主義で
あるということは､社会主義時代に生まれ育った人なら誰でも知っているの
で､説明の必要はない｡こうして見てみれば､神〔burhan〕を否定する見方と
するべきか､あるいは仏陀を否定する見方とするべきか｡それなら､キリスト
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を信仰する我々もまた､仏陀というgodはいないと言うからateyslということ
になるのではないか｡
⑤　学士院会員のC.ダムデインスレン､ A.ロヴサンデンデヴらが著し､学士
院会員ロヴサンヴァンダン氏の編集による､ 1955年の露蒙辞典では､ "Bog"と
いうロシア語は"tenger"､ "burhan"と訳されている｡これは､共産主義体制の
時代に著された本である｡これを訳出した我々の偉人たちは､モンゴル語を知
らないで"Bog''を"Budda''と訳したりはしていないのである｡
⑥　これから､私が示そうとしている考えは､本来の語義､用法が､モンゴル
において人民革命が勝利したのちの数十年間のあいだに､どのように変化した
かを示すことにある｡ 1940年から1960年といえば､まだ以前の時代の雰囲気を
残していた頃である｡しかし､現在では､当時の人々もこの世を去り､彼らの
思想の産物である全く新しい時代の人々が生きている｡本当のatheismといえ
ば､ 1960年から1990年までの我々現代人だけが当てはまる｡我々の大多数に
とって､この語は"Budda''という意味だったと言っても､その意味はもう失わ
れてしまったのである｡逆に､あなたがモンゴル人でないなら､この語の意味
を学ぶためには辞書をめくるほかないことになる｡それは､いつ書かれていて
もよい､ということを忘れるべきではない｡
⑦　上述の資料②に関連して､世界的に呼び習わされた"tijzm" 〔theism〕､
monotbjzm" 〔monotheism〕 ､ "poIL'tijzm" 〔polytheism〕 ､ "pantijzm" 〔pantheism〕
という語を我々はどのように訳したらよいのだろうか｡ "monotajzm"といえば､
この世界にひとりの創造者､全知全能の唯一のburhanが存在するという考え
方であり､ "politajzm''はこの世に多くの神〔burhan〕がいるという宗教的思考
である､と教えられているではないか｡我々が､もしJb.rlb'nciJ-nEzenという術
語を用いるようになったとしよう｡我々は､常にただ聖書だけと関わるわけで
はなく､次に様々な書籍を翻訳する時代が来る｡その時､ ｢キリストを信じる
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信仰は､多神教ではなく一神教である｣と書かれたものを訳さなければならな
いなら､我々はどうしたらよいだろうかoこれを｢キリストを信じる信仰は多
くの神々を崇拝する考え方ではなく､ただJdrtb'ncljnEzenだけを崇拝する考え
方｣と紛らわしくするだろうか○これでは､論理的な脈絡が失われているo聖
書の使徒言行録17章に､使徒パウロがアテネの人々に向かって述べるには､
｢-･私が､あなたたちが拝むいろいろなものを見ながら歩いていると､ 『知
られざる神〔burhan〕に』と刻まれている祭壇を見つけた｡それで､あなた
たちが知らないにもかかわらず拝んでいるものを､私はあなたたちに宣言して
いるのだ｡世界とそのなかに存在する万物を創造した神〔Burhan〕は､天と
地の主である･-｣とあるが､モンゴル聖書協会の訳した『新約』に｢-･あ
なたたちの信じている神々をみて､とても信心深いことがわかった｡ 『知られ
ざる神〔bu,han〕に捧げられた祭壇』と書かれた場所さえも私は見たoいま
私は､まさにその知られざる大いなる主についてあなたたちに話そうo世界と
そこに存在する万物を創造した偉大なる力をもつ主とは､ JartBncljnEzenであ
る｣とある｡私は､ここで思考の論理的連関について話そうと思うo使徒言行
録17章22-24節:
22And Paul stood in the midst of the Areopagus and said, "Men of Athens, I observe
that you are very rellg10uS in all respects･ 23"For while I was passing through and
examining the objects of your worship, I also found an altar with this inscrlPtlOn, 'TO
AN UNKNOWN GOD} What therefore you worship in Ignorance, this I proclaim to
you･ 2小･The God who made the world and all things in it, since He is Lord of heaven
and earth, NAS
もし､パウロがアテネの人々の注意をキリストの福音に向けさせようとした
とき､彼らが以前信じていた一つの崇拝対象を利用しようとしたのであれば､
真実の神と彼らの崇拝対象のあいだの関連を示す必要があったのであるoパウ
ロの話のなかで､最初にある祭壇の上の｢知られざる神｣という語について述
-137-
ベ､次にあなたたちの｢知っていない神｣が天地の｢_i:_｣であると言った｡こ
こに､本当の宣教師たちの知恵､つまり異質な文化のなかの優れた事柄を目ざ
とく看取していることが､示されている｡私の考えでは､ここには思考の論理
的整合性が存在している｡逆に､もう一方の異本は､この論理的連関を示すこ
とに成功していない｡つまり､ ｢知られざる神｣という語について最初に述べ､
次に知られざる｢大いなる主｣について話そうとしているのである｡なぜアテ
ネの人々の知っている｢知られざる神｣についで話そうとしているときに､ ｢知
られざる大いなる主｣について話すことになってしまったのか?大いなる主と
は何かということについて､アテネの人々は本来誰も知らないのではないのか
･-大いなる主という名は､その神という語と全体的にかみ合わなくなる｡さ
らには､その後で､その主とはJb'rtb'ncljnEzenであるという｡理解は極めて困
難である｡ここで､思考の論理的整合性は失われている｡最初に､当地の人々
の知っている神という用語を取り上げておきながら､それと全く関係のない
語､つまり大いなる主(もともと､これはイスラエルの神の名ではなかったか)
について語り､次にそれをJb-rtb'ncljnEzenと呼んでいる｡ (1)もし､そのときギ
リシアの人々が〟rtb'ncEjnEzenという固有の概念が存在していなかったならば､
この用語を理解することはできないではないか･-(2ト番おかしいのは､この
burhanという語を仏陀であると説明していながら､ここでは､古代ギリシアの
godたちについて表すのに､この語を使ってしまっているのである｡これによっ
て､我々は｢古代ギリシア､ローマの人々は仏陀を信じていた｣と理解するこ
とになるだろうか?いや､有り得ない｡我々は､それほど愚かではない｡ここ
で､私の言おうとしていることは､名詞には､一般名詞､つまり普通名詞とい
うのがあり､一万で固有名詞というのがあるということだけである｡このこと
はモンゴルの中高生でさえも知っている｡例えば､人と言えば､あなたも私も､
黒人､黄色人種､白人は全て人である｡犬といえば､全ての犬をいぬと呼ぶ｡
しかし､そのなかでもそれぞれの人が自分の名をもつ｡犬どもといえども､主
人がいれば､名をもっている｡そして､絶対にこれを一般名詞と混同すること
はないoモンゴル聖書協会の新約に､ Jb'rfb'ncEjnEzen､ Burhanという言葉の両
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万を､一般名詞化してしまい､さらに混合して用いているのである｡私は上述
の聖書のひとまとまりの引用を､まさにこの人､この犬といった言い方に変換
して見せよう｡おかしく思われるだろう-祭壇の上の｢知られざる犬に｣と
いう言葉を最初に述べて､次に｢さあ､私はあなたたちに､その人のことにつ
いて述べよう｡彼はバルダンという｣と言うならば､ほとんど理解は困難であ
る｡逆に､このかわりに､ ｢あなたたちの『知られざる犬に』という記銘のあ
る祭壇を見た｡さあ､私はあなたたちに､そのような『知られざる犬』のこと
について話そう｡それはバンハルという｣と言えば､理解可能である｡これは､
思考の論理的連関と呼ばれるものだ｡大いなる主､あるいは主というのも､同
じ現在の聖書で記述された､ "God"の固有名である｡イスラエルの"God"につ
いて何も知らない人々に､パウロは彼らの知っている事物を通じて福音を理解
させようとしているのである｡上述した犬と人のあいだには何の繋がりもな
い｡これら〔一般名詞と固有名詞〕を混同してはならない,
⑧　聖書の経典の旧約に書かれているものを調べてみると､ "Elohim"､ "Erと
いう言葉が､当時のカナ-ン､つまり今日のパレスチナの河岸地嘩q)全ての回
で､神々を指す用語であった｡列王記卜の20章23-29節を見よ｡ ｢アラムの人々
は『主は山の神であり､平地の神ではない-･｣英語訳で(RSV) "Becausethe
syrians have sald, "The LORD is a god orthe hllls buthe is not a god of the valleys, -
とあるが､この引用のなかのburhanあるいはgodという言葉は､イスラエルの
God､つまりBurhanを指すヘブライ語と同じである｡
また､新約のギリシア語でも聖書のGodについても､別の異国のgodsにつ
いても､ただ一つの語で､つまり"OE6G"という語で書かれている｡逆に､その
様々な"066G"の名が誰かと言えば､おそらくギリシア人にとっては､ ｢ゼウス｣､
｢ァボロン｣､ ｢アフロデイ-テ｣などであっただろう｡逆に､パウロの宣言し
ていた"0666'は誰なのか｡当然､上述のどれでもない､ "Kt･ptoG"というもので
はないか｡このことをギリシア語の新約から引用しようとすればどこからでも
可能である｡
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重要な問題は､我々モンゴル人の信仰が､核となる政済者キリストを｢聖な
る､特別な｣名で呼ぶ神聖な気持ちを､悪く言っているように思われることで
ある｡他の多くの国々と同じように､聖書の唯一の､真実の､生ける､永遠の
存在者､不変の､全能なる､一切智者､遍在者､聖なるGodをBurhanという
普通名詞で呼んだからといって､我々の主(固有名詞)が汚れはしないo逆に､
我々モンゴル人にとってburhanといえば､万物のなかで最も神聖な､尋常で
はない､何よりも強力な､全ての道を見極めた晦-のものという意味が普遍的
に存在する｡ Jb.rib.ncLjnEzenと言ってはいけないというわけではない｡しかし､
あまりにも卑近で､子供の映画の用語のように聞こえることは隠しょうもな
い｡この名を用いた映画さえあることを､我々は忘れるべきではないo
ub･rtb.ncLjnEzenに出会う話』とでもいったものだったか･.･その映画には
･Jb.,tb･nc"というある会社のオーナーが出てくるが､彼と瓜二つのある人が精神
病院から逃げ出し､世界の終わりを予知して錯乱し､自らを"Jb'rtOncLjnEzen
と命名､大衆を混乱させた｡このことから､この名詞は､人々(非信徒)によっ
て､このように利用され､軽く見られるほどのものである0人は､ Burhanと
いう語で冗談を言うよりも､ Jb'rtb.ncLjnEzenという語で冗談を言う方が容易い
のである.また､何年か前には､国営ラジオ放送で"Jb'rtb'ncljnEzen"という名
を用いたコメディの滑稽な放送を聞いたということを､ある人が話していた｡
この語は､何か｢宇宙の守護者ボルトロン〔日本のアニメをもとにアメリカで
1984年に製作されたロボットアニメ〕｣のようにも聞こえる｡人の信仰心を喚
起するというよりも､科学のある分野の術語のようにさえ思われるかも知れな
い｡
⑨　また､記しておくべき一つの問題は､これを書いている私は､無宗教主義
者の人と教会で遭遇したことである｡その人は､以前別の教会に通っていたが､
その教会がJb･rtb･ncljnEzenと言うのをやめ､ burhanという語を用いるようになっ
たために､その教会を宗教くさい〔svasvinlag〕と考え､それ以降その教会に通
うのをやめたという｡彼と話しているとき､ ｢この人は､ Jb'rtb'ncljnEzenがdeity
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であると言うことを認めていないとしたら､ Godを信じていると言えるのだろ
うか?｣という気がした｡つまり､実際無宗教論者が､ Jb'rtb-ncljnEzenという
語を認めていながら､ burhanと言うことはできないというのは､全くおかしな
ことだ｡ところが､モンゴルで純粋な無宗教論者は16%しかないというデータ
もあるo　とすれば､一方で､無宗教論者を対象として聖書を翻訳することを優
先し､彼らのburhanは存在しないという見方をそのまま保持させつつ､逆に､
全く異なる名によって本来の概念を彼らに抱かせるべきだろうか､という問題
が提起されるだろう｡実際､今日に至るまで､キリスト教会の宣教の歴史のな
かで､無神論者〔atijst〕に向けて聖書を翻訳するということは一度もなかっ
ただろう｡かつての社会主義体制に包摂されていた東欧諸国に関しては､キリ
スト教の伝統､文化が存在したので､重大な問題に直面することはなかった｡
残るいくつかのアジアの国々については､我が南隣の中国では､聖書の真実の､
生ける創造者である神〔Burhan〕を3種類の呼び方で呼び､その論争を現在に
至るまで続けている苦い歴史があるが､同じ過ちをモンゴルにおいても繰り返
さないようにしたい｡現在まで仏教が我々に空を説きつづけたおかげで､我が
民族の精神世界は空虚になり､空虚な魂に支配されて､大衆は壊滅と離散を味
わうことになった｡今日､ハルハ･モンゴルの外側に､我々よりも何倍もの数
のモンゴルの人々が､民族的マイノリティとして生きていることを我々は忘れ
てはいけない｡私の望みは､聖書が我々の個人的なレベルだけではなく､国民
的なレベルにおいて､自らを啓き､固有の意識を担い､団結､相互理解､強化
の礎を築くことにあった｡モンゴル人は､これまで､肉と血が領土によって分
断され､離散してきたとはいえ､同じ神のもとで､同じ信仰をもち､同じ主に
運命を委ね､同じ霊によって宥和し､同じ洗礼を受けることで霊によって､統
一の運命､信頼､希望が分断されることなく維持されなくてはならない｡この
間題を解決するために､普遍的なモンゴル人の運命について皆で重ねて考慮す
るよう､私は希望するo外国人は､いつでもモンゴルという-づの民族の運命
を､神の王国より重きを置いて考えないことは確かである｡それに対して､あ
なたは､この間題について考えるとき､モンゴルという壊れることのない､特
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別な一つの国民について､考えてみたことがあるだろうか｡無宗教論者という
のは､本当にわずかしないということだけを私は述べたい｡現代､モンゴルは
仏教復興の時代にあると言われているが､その意味について次の項で述べてみ
たい｡
⑲　モンゴルの土地に､仏教が歴史上3度の勃興を見せたと､宗教の歴史家た
ちは語っている｡最初のものとしては旬奴時代か記述され､次の時代としてフ
ビライ･ハーンがバクパ･ラマを国家顧問として招碑してから､アヴタイ･サ
イン･ハーン時代に定着したという｡本当に､この数世紀は､我々モンゴルの
歴史でももっとも悲劇的な､暗い時代であった｡そのあとに､革命の赤い旗の
下でほとんど消えかけていたものが､ 1990年代から再び勃興の段階に入ったと
見ている｡これは､本当に真実なのだろうか?モンゴルを西洋の人々は､仏教
国であると考えている｡本当に､そうであるかのように外国からは見えている｡
しかし､より内側へ視点を移すと､それが単なる迷信や伝統であることが理解
できる｡モンゴルにキリスト教信者が1%にも満たないとはいえ､信仰の篤さ､
福音を広めることの情熱的努力は､モンゴル人の一般市民のみならず､政府ま
でにも衝撃を与えている｡しかし､一方で､モンゴル人がそれほどまでに恐ろ
しく仏教に信仰をもつようになってしまったとすれば､何をそこまで慌てふた
めく必要があるのか､という思いもある｡実のところは､仏教は､モンゴルに
おいては名ばかりで､表面を取り繕うだけの表紙となり､迷信として発展して
いるのだ｡本当に十の善行の功徳を積み､罪悪を遠ざけ､全ての生物の助けと
なろうとしているかつての経典の師の姿を､彼らのなかに確かに見てとること
は困難である｡私は､彼らの外面的な容貌を恐れることはない｡仮に､わずか
であっても宗教の道義を知り､戒律を遵守し､本当の信心をもつ人々であった
なら､狼狽したであろうが｡ここに､一方で､彼らが勃興と呼んでいることが
らの脆弱さ､他方で､モンゴル人の仏教に対する理解と浸透の浅薄さを見るこ
とができる｡キリスト教徒にとって､モンゴル人が…burhan"という用語を採用
したとき､仏教の優勢な場所で人々はそれを正しい意味で理解することができ
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るだろうか､という意見が述べられる｡上述した諸事例は､モンゴル人が本当
は､外面的に示されるほど本当の信心をもった仏教徒であるかどうか､という
ことは衆目に明らかである｡我々モンゴル人は､真言の6文字〔オン･マ･ニ
バトメ･フム〕以上は､どんな経典があるかということさえ知らず､正月の
ときだけ跡を付け〔ある方角-家から出て戻ってくる儀礼〕､ 〔仏の〕座を直し
てもらう他は､ "burhan"という語が仏陀という語を語源とし､それがシッダー
ルタ･ゴータマに与えられた称号であるということさえ､聞いたこともないの
である｡今口､あなたがキリストの教えに反対しているどんな人と廊下で山会
い､信仰について争論になったとしても､彼らの評価の多くは､それを我が国
の宗教か外国の宗教かという問題､あるいは自殺した何人かの子供の噂､あち
こちで耳に入る宗教紛争などの面から反対を主張するだけである｡それに対し
て､落ち着いて腰掛け､この2つの偉大な観念のあいだの細かい区別を示して､
こういったわけで私は仏教を崇拝しているのだと述べる人を見たことがあるだ
ろうか｡あるいは､どんな宗教･道徳､霊魂にも興味をもたない唯物論者であ
れば､ただ肩をすくめ､興味もない､聞く気もないと言って､行ってしまうだ
けであることはあなたでも分かる｡これは福音が直面している現実的障害であ
る｡一方で､キリスト教徒が自らたった一つの用語をもち出してきて､ ｢法が
ないがために､罪悪が罪悪と見なされないものか｣という聖書の驚くべき比倫
を､モンゴルのほんの若いキリスト教徒たちに当てはめているのである｡確証
されていない､たった一つの根拠を持ち出してきて､様々な考えの人々を威圧
し､一般信徒を仏陀の名を呼ぶJb.rtb'ncLjnEzenの愚弄者である､と怖がらせ､
恥辱していることは､極めて遺憾である｡
clll)これを書いているときに､私は､かなり多くのモンゴル人牧師､長老たち
と､また一部の外国人宣教師たちと会い､意見を交したが､彼らのほとんどは､
このことについて､それほど広い知識や情報をもっているわけではないが､
Bu,hanという語を用いて福音を広め､セミナーを開催し宣教を行っていると
きでも､モンゴル人がこの語のせいでガンダンテグナンレン寺院の方-駆けて
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いってしまうというようなことはなかった､と話していた｡その術語が原因と
なることもなく､現在でも人々は大いなる主キリストを認識し､彼を信じ続け､
救われ続けているo　もし､我々が､もう一方の説を熱心すぎるくらいに守ろう
とする人々のように考えるなら､ 1996年からこぞってBurhanという語を用い
るようになってから､主イエスを信じる信者の全てが聖霊もない､救いもない､
本当に復活する信徒ではないという理解が､必然的に生じることになるのであ
る｡逆にキ1)ストの身体を､ "Burhan"の選んだ教会を､一つの身体を､主の信
徒である兄弟たちを､たった一つの用語のせいで分断するというのは､いった
い誰の仕業かということを私は尋ねたい｡私はかつてJb'rtb-ncLjnEze77という語
を用いていた者として､これに反対するわけではないということを言っておき
たい｡私の用法が､どのような用語をどのような場合に､誰に合わせて用いる
かということに関連しているということが､多くの人の同意を得られるものと
信じている｡
⑫　そのほかに､聖書の翻訳に関しても明確な理解が一般のモンゴル人信者に
存在していないということに乗じて､それぞれの考えに合わせて解説し､暖味
にしている事態を見るにつけ､信仰を同じくする兄弟たちのなかから､余りに
も人間性に欠ける偽りが生じているのではないか､という気が不意にする｡真
実のBurhanの言葉たる聖書をこの世の様々な言語､文化をもつ国々に様々な
方法で届けてきた｡現在から傭降し､結論づけてみれば､聖書の翻訳は基本的
に逐語訳､意訳の2つに分けられ､どんな翻訳を評価するときにも､まず､こ
の翻訳の最終的な目的は何か､ということを明らかにしなければならない｡聖
書を当該の言語に､もとの言語の本文を厳密に守りながら逐語的に訳すか､あ
るいは当該の翻訳している言語の特徴に注目しながら意味的に翻訳する､つま
り主旨を汲み出すようにするかということによって決まってくる｡この2つの
様式の両方に､良い面と､不足の面がある｡現在､モンゴル語で存在する主な
2つの翻訳､つまり1990年に出版されたモンゴル聖書協会の『新約』の翻訳は
意訳的であり､モンゴル人が読みやすく､理解に便利であるが､一部の人の意
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兄では､余りにも修飾しすぎており､翻訳の解説､見解を原文に挿入しすぎて
いるという｡逆に､モンゴル聖書翻訳委員会が1996年に出した『聖書新約』
〔BL'blL:Svinegeree〕と､後の2000年に出た『聖書』 〔AriunBibli〕は､原典の単語､
文､聖書の術語をできるだけ厳密にたどって逐語訳したもので､聖書の先生方､
宣教師達､言語サービス業の人々､神学と修辞に関する問題を研究している学
生たちにとっては頼りになるが､一般の人々が所持していても､理解しにくい
ことは確かであった｡このことから､第1の翻訳は､もとより意味を伝えるこ
とを前提としたものであるから､聖書の語句､術語についても､この立場によっ
たものであることは明らかである｡逆に､第2の翻訳は､できるだけ逐語訳し､
聖書の定まった用語を解説するよりも､一つの固有の名詞を与えることに主要
な関心を払っているため､それぞれの語にもっとも近い意味を考え､直接置き
換えたようなところもある｡このことから､ Godという語をどのように訳すか
も理解できるだろう｡例えば､旧訳に何度か登場する｢神のなかの神｣ (burhdyn
Burhan)､ ｢主のなかの主(ezdljnEzen)という聖書の有名な一節をどのように
翻訳するのか｡ ｢世界の主たちのなかの世界の主｣ (Jb'rtb'ncljn ezdljnJb'rtb'ncljn
Ezen)､ ｢大いなる主のなかの大いなる主｣ (JhEzdljn/hEzen)と書くキヨうのか｡
あるいは､ ｢偽の神々より偉大なる『世界の主』､あらゆる主を越えた『大いな
る主』｣とすべきか｡
⑲　言うまでもなく､いつかモンゴルのキリスト教会に聖書の研究資料､著作
を翻訳する､または自分たちでも著すときが来る｡用語索引や､聖書の注釈書
や､様々な神学の研究書をあなたが著すことを少し考えてみよ｡その度に､
Jb'rlb'ncijnEzenとしたなら､その2つの語を毎回合わせて書くというのか､少
なくとも､書き方として煩わしいほど長く､普通の用法には適さないという結
果を見ることになるだろう｡そのときには､この間題がはるか深刻なものとな
る｡
⑭　これに関して､もう一つ述べておくべきことは､聖書の引用を歪曲して利
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用していることである｡ Burhanという語を用いている信者を脅すときに用い
られるホセア書2章16節〔その日が来ればと主は言われる｡あなたはわたしを､
｢わが夫｣と呼び､もはや､ ｢わが主人(バアル)｣とは呼ばない〕の記述に着
日したとき､そこではGODについては話されていない｡逆に､ LORDつまり
Ezen (IhEzen)について述べているのだ｡ここから私の説明しようとしている
ことは､まず我々はGodとLordという言葉を区別して理解する必要がある｡
そのヘブライ語､ギリシア語の異型は､以下のようである:E/ohim. El､
Jaawe､ Adnaj (Elohim, El, Jahweh, Adonai) / Feos､ Kurios (Theos, Kurios)o
それらをロシア語の聖書では同じように､ "Bog''､ "GospodlJ'と呼んでいる｡そ
こで､ El､ Feos､ God､ Bogというのはburhansvb'teenという一般的な意味をそ
の語によって表している｡この言葉によってまた別のあらゆる国民の崇拝対象
を呼んでいる｡一方､後者のJaave､ Adnaj､ KurL'os､ Lord､ Gospodlvというのは､
聖書のGodの固有名である｡もし､あなたがガンダン寺に行って､ばかでかい
bu,hanの建造物を指さして､ ｢このburhanは何という名前か｣と尋ねたなら､ ｢千
手千眼菩薩｣ 〔MegzvL'dZanrajseg〕と教えてくれる｡もし､あなたがモンゴルの
宗教史を非.削こよく知っている人に｢モンゴル民族のburhanを何というか｣
尋ねると､ ｢金剛手｣ 〔oc7rvaanr〕と答える.このことから､ burhanという一
般的な理解のなかに様々な名前をもった神々〔burhad〕が存在することをあな
た方はわかるのである｡逆に､あなたがキリストについて全く知らず外国人(特
に西洋人)に｢あなたは､どんなburhanを信じていますか｣と尋ねたら(こ
う尋ねるとき､あなたはgodという語を用いることもできる)､その人は｢私
はLordという名の神を信じている｣と答える｡この答えをモンゴル語に翻訳
するとき､例のJb'rtb'ncljnEzenという語を入れてみよう. ｢私はJb'rtb'ncljnEzen
を信じている｣と言ったと考えると､その相手をしているモンゴル人は､ ｢こ
の外国人は､ Jb･rtb･nci'jnEzenという名のBurhanを信じているのだな｣と思うだ
けで､直接的に｢ああ､この人は世界を創造した､唯一の真実の『大いなる主』
という名の『世界の主』 〔Jb'rlb.ncLjnEzen〕を信じているのだな｣と考えはしな
い｡この語について説明､解説して､その人はやっと一つの理解に到達するの
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である｡この語は､厳密に言うなら､余りにも専門的な用語である｡このよう
に考えたとき､ Jb'rtb'ncl'jnEzenという語は一般的な意味を表すよりもむしろ､
なんらかのburhanの名のように聞こえる｡その他にも､モンゴル人はイスラー
ム教徒の信じているburhanを｢アッラー｣といい､ヨーロッパ､アメリカの
人が信じているburhanを｢キリスト｣と呼ぶ､というような一般的な理解で
ある｡
⑮　どんなモンゴル人でもハリウッドの映画を見ていて"burhanminE･, (ああ､
神様)という語句を､あるいは…burhandaazalbirja" (神に祈りましょう)とい
う訳を聞いて､ ｢このアメリカ人は仏教を信じているのだな｡彼らは､我々の
仏陀を呼んでいる､花々の仏陀に向かって祈っている｣というふうに考えないo
ここで私は､モンゴルTV､ UBS､ 25などの放送について述べることもできる｡
キリストの信者であるモンゴル人を教養薄弱だと思っているなら､それらのテ
レビの翻訳をも悪くいうのだろうか｡白分たちと同じ民族を利発､聡明で､他
の人々を蒙昧だとする者はいうまでもなく､普通の人間関係にも愚鈍で意識が
低いということを､示しているのではないか｡
⑱ 1990年以前の一流の知識人たちは､著名な作家たちの西洋古典文学を翻訳
しモンゴル人民の共有財産としてきた｡彼らの翻訳した作品を読んでいると､
わずかなものを除外して､ Deosという語をほとんどの本においてモンゴル語
でburhanと訳している｡そうしたからといって､我々の誰も､街の人であれ､
出合の人であれ､仏陀のことと思って読んでいた人はいない｡これを､私は信
徒の臼でなく､モンゴル人読者の目を通して考えている(なぜ､こんなことを
書くかというと､一部の人が､モンゴルの田舎の人はburhanという語をただ
仏陀と混合して理解していると､主張しているからである). Jb.rib.ncLjnEzenと
いう名を主張する人は､当時のモンゴルの母語で書かれた本を読んでいなかっ
たというのだろうか｡ひとりの外国人がやって来て､あなた達はこのように理
解しているのでしょう､と言うのにただ従って､領いていることは､全く理解
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に苦しむ｡モンゴル語でかつて翻訳された書物を読んでいるとburhanという
語を臼にするが､いくら私がキリストを信じていると言っても､それをただ仏
陀を指していると思うほど愚かではなかった｡あなたも私も同じ時代の産物で
しょうに｡私は､これを言語･文化を同じくするモンゴル人にむけて語ってい
るのである｡
⑰　再び､例の有名なホセア書2章16節を引用じてみよう｡そこには､
英語版:
ult will come about in that day,M declares the LORD,
川That you will call Me lshi
AndwillnolongercallMe Baali (NASU)
ヘブライ語音写:
wohaayaah bayowm- hahuw'nO'um- Yahweh tiqrO'iy 'lyshiy WOlo'- tiqrO'iy- liy
'owd Ba'liy (Copyright (C)1967/77, 1983 Deutsche Bibelgesellschaft Stuttgart)
ロシア語版:
H 6y月eT B TOT JIeHh, rOBOpHT rOCr10nI,, TbT 6yJleulE･ 3BaTh Melln:
"My)K MOii", H He 6yJleInh 6oJTee 3BaTb Me-: "BaaJIH"
モンゴル聖書翻訳委員会版:
T3p OnOP TIM HaMaiir "MHHHii HoxopM r3X月yy月aH,
〔その日が来れば､あなたは私を｢わが夫｣と呼び〕
llaalntlA HMHHHii BaaJl''r3X EyyEaXrYii x3M33H 333H TyHXarJTa)冗 6afiHa･
〔もはや｢わがバアル(主人)｣とは呼ばない､と主は宣言された〕
ここに出ている用語は､一般的あるいは普通名詞(Elohim､ God､ Bog)に
ついてではなく､固有名詞と関連している｡もし､我々がイスラエルの
Jb.rib.ncljnEzenの名を333fJではなく､逆にBurhanと呼ぶなら､誤謬が生じてい
ただろう｡なぜなら､ドルジという本当の自分の父親を､ドンドクという間違っ
た人の名で呼んだとしたら､誰が気分がよいだろうか-逆に､ドンドクでも
ドルジでも同じ人であるとだけ理解するだろう｡このように､人がburhanを
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唯一のものと讃えてよいとして､コリントの使徒-の手紙-8章5-6節に述
べられているように､ ｢たとえ天や地に神々〔burhad〕と呼ばれるものがいて､
ある人が多くの神々〔burhad〕がいると信じているとしても､私たちにとって
は､たった一つの神〔Burhan〕だけが存在する｣とあるのは､虚偽であっても
このような考え方が存在しているということを示しているのである｡一部の人
が多くの神々〔burhad〕を崇拝し､その神々〔burhad〕がさまざまな名前をも
つのに対して､我々は唯一の神〔Burhan〕を信じるo　それをEuaqとも呼ばず､
ジヤナライスクとも呼ばず､逆にEZEN 〔主〕あるいはJohova (Jaave)と呼ぶ｡
⑲　もう一つの理由はといえば､時間の風化作用によって､あらゆる言語で言
葉の意味は変化し､新しくなり､新たな意味内容によって豊かになるものであ
る｡時には､完全に使われなくなり､語葉のなかから削除されるものさえある｡
1990年の民主化が始まる前､キリスト者のその消息さえモンゴル国に届かな
かったとき､モンゴル人は西洋やロシアの文学を翻訳して読み､その恩恵に浴
していた｡当時､モンゴル人が西洋文化に浸され始め､モンゴル民族の起源に
関する歴史や文化､習慣､宗教を知ることをほとんど放棄し､父母∴　年長者の
非難を受け始めるようになった｡仏教に関して何も知らないすべての世代も､
この時代に生まれてきたo一部の人々は､モンゴルにおいて1930年代に吹き荒
れた大粛清について､モンゴルの歴史から偽の宗教である｢仏像｣ (burhan
sviiteen)を排除した､本当のGodの遂行した事業であったと信じ､説明しているo
もし､実際にこのことが真実だとすれば､完全にラマの居ない､寺院のない､
信心のなくなったモンゴル人が仏像を崇拝する考え方から離れたのが真実だと
すれば､この時代とともにb/urhanという語の古い意味さえも失われたのでは
ないのか｡革命以前には､モンゴルにおいては唯一の宗教が独占し､数世紀に
わたって人々の精神生活に浸透していたため､革命前のモンゴルに活動し､生
活していた伝道者(宣教師たち)にとっては､この語を用いることが極めて難
しかったことは理解できる｡仏教に深く心を奪われていたモンゴル人は､たっ
た一つの窓から世界を見ていたので､本当の生ける創造者Godを彼らの用法で
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のburhanという語によって理解させようとしたら､自ずと金､銀､木､石の
彫刻､絵画である仏たち〔burhad〕が彼らの頭に浮かんでくることは理解でき
る｡逆に､時代が下ると､モンゴル人の精神世界にのさばっていた宗教という
｢アヘン｣を追放しえたことによって､彼らがこの語を使うことも減り､ほと
んど文学や､劇場､映画の舞台やスクリーンからだけでこの語を耳にするよう
になった｡ 50-60年代のモンゴルの若者はこの語の使用はいうまでもなく､興
味をもつことさえなくなり､彼らの頭のなかにぼ共産主義の輝かしい未来を信
じる信仰､愛すべき党-の信仰が｢アへン｣の煙をくすぶらせていた､そうい
う時代であった｡この時代からモンゴル人の幾千の若者が北方の大国を目標と
し､草原の渡り鳥のように､遥か遠くから学識を懐に帰って来た｡彼らは懐に
学識を詰め込むと同時に､まだ確立されていない幼い精神に､宗教的思考を放
棄した新しい世界であるロシアおよびキリストの考え方､過ぎた時代に深く浸
透した西洋文明を運んで来た｡この思想の上に彼らは生活を積み重ね､天窓の
覆いを引き､人道的生活の扉を引いた｡彼らの子どもたちは､モンゴルの伝統
的なものについてはより不慣れな人たちとして育ち､ 70-80年代には､モンゴ
ルの歴史に革命以前のモンゴルのものといったら何も残っていなかった｡当時
には､モンゴルに来る外国のわずかな旅行者の臼を楽しませたガンダンテグナ
ンレン寺と草原の数多のゲル以外には､かつての全てを思い出させるようなも
のは､本当に存在しなかった｡そのような家庭に､そのような環境に､全ての
人は育ってきた｡彼らの生活は､現在まで続いている｡さらに､彼らの子供も､
育ってきている｡彼らの心理､精神世界は明らかな西洋文化の上に形成された
と言ってよい｡それゆえ､モンゴル国を｢アジアの中心の小さなヨーロッパ｣
と呼んでいたのだ｡我々の歴史がどのような道を進んできたのかを､我々はよ
その人の臼によって歴史の本から研究するのではなく､人に尋ねて結論を出す
のでもない｡なぜなら､我々自身がこの国の歴史の産物だからだ｡全ての現象､
我々の周りにあるものが､なぜこのようであるのかを､我々自身は我々口身の
日で見て､結論づけることができる｡わがモンゴルの母語､語句は､我々の心
や精神にどのように定着しているのかを､我々は外側から見て研究するわけで
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はなく､人の口から語ってもらうのでもない｡どんなアカデミーの研究以上に
も､どんな学術書の結論以上にも､モンゴル人の生まれついた心理において､
どれだけ根づき､理解されているかということについて､誰かよその人が教え
てくれるだろうかo Burhanという語に関して､外人たち(特に外国の宣教師
たち｡もともと彼らは､同じ主の信奉者､我々の兄弟ではなかったか)の言葉
は､神経質に過ぎるのではないかというように思われる｡外国の学識ある人々
の傍らで､いかに劣っていようとも､私はこの大地で生まれ育ち､生まれ故郷
の草原の空気を吸い､音韻をこの言葉で舌に吹き込み､稚拙な私の精神も､た
だこの言葉､この語によって知識を集め､取り囲む世界と向き合うことになっ
たのではないか｡この言葉によって､私は自分を表現し､この言葉で私は世界
を知った｡誰に教えてもらったわけでもない特別な理解､どんな辞書､説明も
ないままに､モンゴル人の耳に届いたモンゴルの言葉がどのように根づいてい
くのかを心に感じることが､私にはできる｡故郷の広大な草原に探る､モンゴ
ル人の心の調べを､どこか遠い国の人々が感じ､心深く根づかせ､その調べに
よって吟じることができるというのか｡この大地の上で､天上より生命を受け､
同時に､この故郷に骨を埋め､生ける魂を永遠の国で再来者に委ねーる､モンゴ
ル人となって生まれたものとして､私自身が信奉し､我が命を委ねる生ける
Godと､このモンゴル国に人として生まれたという事実の､どちらも尊ばれる
ことを心から望む｡
C19)情報､資料は時間とともに古くなって､価値を失うこともある｡しかし､
心の価値は失われない｡心に届く言葉､心を表現する言葉はどちらも人びとの
繋がりの相亙担保となるためて誰が､誰の言葉によって､誰に対して話してい
るかということに多くのことが依拠する｡もし､我々が偉大な､高位の､唯一
の創造者にして生の支配者､審判者であるGod､我々の主イエス･キリストに
よる救いの福音を､モンゴル人に対してモンゴル語によって広めることを心か
ら望んでいるのならば､このモンゴル人の言葉を僅かながらもどうにか聞いて
くださることを望むo
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あなた方すべて-
ハトギン姓プレヴドルジーン･エン7-アムガラン
もし必要であるなら､私はここにあるよりも多くの資料､根拠をつけ加える
ことができることを述べておく｡補足として､ある人がこのことに関して書い
た資料を手に入れたものが､あなた方の役に立つのであれば､と思い添付した｡
補足資料
"Bulhan"か? "J(ヲrtOnc/jn Ezen"か?
聖書を我々に送った唯一の創造者､父の名と称号についての私の簡単な結論
"Jb'rtb-ncLjn Ezen"という称号について:
1.歴史的な観点から考えると､この名は最初にロヴサンダンザンの　FAllan
Tovcv』にチンギス･ハーンの騎士達が､彼を多くの地方を領有し､統治する世
界の主人であるという意味で"jb-rfb'ncljnezen" 〔世界の主〕と呼んで讃えたこと
に由来する｡一般に､モンゴル語でノ∂rtb'nc 〔世界〕という語は､無限の意味を
表さず､より制約的な定義をとるために､完全かつ永遠なるBurhanの称号と
しては釣り合わないのである｡つまり､このモンゴル語について考えると､
｢de/hlj - world､ sansar - kosmosJという言葉以卜の意味を示すことはできな
いことは明らかである｡モンゴルの新旧あらゆる時代の文学に熱心な読者､純
血のモンゴル人にとっては､ `jb'rtb'ncLjnezen"という用語をもつ他の作品を思い
出すこともできる｡モンゴルの偉大な翻訳家､賢者達は世界の､特に西洋の多
くの古典的文学をモンゴル語に訳し､そこで"god"という語をどのように翻訳
していたのかを十分に見ることができるのである｡
2. 19世紀に聖書をモンゴル語に訳した宣教師たち(スタリブラスやスワン､
ユーリら)はコリントの使徒-の手紙二4章4節の｢この世の神｣ (godorthis
age)という部分を｢このjb'rtb.ncljnezen｣と翻訳している｡モンゴルに長年生
活し､モンゴル語､文字のいろはに至るまで修得していたこの人々は､根気強
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い労働で聖書をギリシア語から古いモンゴル文字に翻訳するとき､現在の我々
に劣ることなく､流麗な語､文体を用いていたことは明らかである｡
3.モンゴル国立大学付属の英語クラスが最初に開講されたとき､特別な許可
によってわずかに出版されたC.こヤムスレンの『英語モンゴル語簡明辞典』
(1968年)という最初の小さな辞書に"God"という語を`jb-rtdncljneZen"と訳し
ていた｡しかし､これは本意ではなく､逆に印刷ミスであるということは､本
を見てみた人には､極めて明らかである｡著者が自分自身で前書きに｢主要な
意味を先に､派生的な意味を後に書いた｣といい､その印刷の難しさを記述し
ている｡この本では､主な語を最初に大文字で書き､訳語を後ろに続け､派生
的な意味を小文字で書いて訳されている｡例えば､ Easter､ eastern; May､ may
などのように書かれているが､ god､ Godというのは明らかに間違った順序で
並べられており､最初にburhan､ tenger､次にjb'rtL)'ncljnezenがあてられている
〔資料2の⑧を参照〕｡このように､大文字と小文字で始まる同じ言葉の訳が
取り替えられているのである｡社会主義社会では特別なことではないが､なぜ
辞書の著者がこのわずかな単語数の辞書で､この語を2つに区別して書いたの
かということは､大変興味深い｡一般にこの辞書には､宗教に関する用語がか
なり含まれているが､この辞書をロンドン大学のモンゴル語教師､チャールズ･
ボーデン博士がかなり細かく調べたものを見ると､多くのことが露わになる｡
ボーデン博士は上述した宣教師達について､自分の本のなかで極めて明確に記
述しており､彼らの翻訳した聖書をR分の手もとにおいていたことは当然であ
る｡彼は､本物と偽物の"god"を大文字と小文字で区別して書く伝統に従いつ
つ､一つの語でありながら､意味に違いがあるこの言葉の正しい訳を､モンゴ
ルの最初の辞書に入れようど務めたことは明らかであるo残念なことに､これ
は理解しがたい印刷ミスのせいで逆に出版され､後にモンゴル聖書協会連合の
人々の巨=二触れ､本物と偽物の"god"についての根拠を与えた｡彼らは､偽物
を"burhan"､本物を")'b'rlb-ncljneZen"とすべきだと鵜呑みにし､歴史､文化､言語､
出版､心理の複雑な相関を読み取ることができなかったため､後世に多くの悪
因果を残したことは明らかであるo
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4･もし我々が創造者を"godofage"､ "godorword"､ "godorkosmos"と､ある
いはそれにそのまま相当するモンゴル語を用いて､歌い､讃え､祈り､人々に
説明するなら､どれほど適当だと考えられるだろうか｡実際､この名を用いて
いる人々の多くは､その意味を理解したからではなく､た丹貫用によって硯在
まで使い続けているのであり､逆に､この名を用いることに過度に固執してい
る人々は､この語の意味を自分白身でよく理解しているにもかかわらず､真面
目に悔い改め､受け入れることを怠り､徐々に了誠実から離れてきているので
はないか､という思いを禁じ得ない｡
"Burhan"という称号について:
1･この語の起源は､マこのように､語学の専門家の頭を悩ませたごとく､極
めて複雑であったo 『蒙古秘史』の記述に"Burhanhaldun"という山の名が登場
するoなぜこの様に呼んだかは明らかではないが､ 13世紀以前にモンゴルに仏
教が権勢を誇っていたことは､絶対になかったということだけは確かである｡
いくら仏教がモンゴルの旬奴の時代に入ってきたからといって､これはただ仏
教を弁護する考えより以上のものではないo歴史は別のことを述べている｡兎
にも角にも､この語は現在のモンゴル人にとっては､ ｢最も神聖で､尊く､真
実で､完全な｣といった意味を含んでおり､また､畏れ､尊敬する感情を自然
と起こさせるものである｡また仏陀という語をモンゴル人は､多かれ少なかれ
用いるが､逆にそれを"Burhanbagsy"と敬っている｡これは仏陀を"Bu,ham"と
同一視し｢大いなる師｣と考えたものであって､ ｢もっとも慈悲深い､正しい
教えを修得し､完全なる知恵を具えた､教師｣という意味だけをそれに与えて
いるoモンゴル人は人を失った悲しみを軽減し､愛惜とともに回想する点から
｢仏に成った｣ (Burhanbo/son)と語るからといって､誰もそれが仏陀のこと
だと思っていないことは明らかである｡
2･社会主義時代に生まれ育った私達は､いつでも"Burhan"という迷信にすが
らないでいることを厳しく学んできた(, "Burhan"は虚無の､観念的に創造され
たものであり､観念論的アジテーションであると教えていたために､崇拝対象
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の名であるとは語っていなかった｡そのために文化､科学､芸術､文学､口承
と我々の思考のなかで､この語は､すでに唯物論､社会主義に反動する観念論､
｢宗教｣の基本的用語として定着した｡
3.上述したかつての宣教師たちはモンゴル人の思想､憧憶､信仰に注目して､
自分達の翻訳した聖書のなかで､ "God"を"Burhan''とした｡一方で､モンゴル
文字に､人文字と小文字の区別がないので､読み書きもできない当時のモンゴ
ル人の頭を悩ませないため"god"を`jb'rtb'ncLjneZen"と訳したのだ｡
4. Burhanという名をモンゴル人は仏陀に対しても､崇拝対象に対しても､
個人に対しても用いてきたことは事実である｡かといって､我々はこの藷を拒
否することは正しいだろうか｡私の名で､誰か別の人が悪いことをたくさん
やって､名をおとしめたために私が名前を変える必要があるだろうか｡ ｢アル
タンホヤグ｣という名の泥棒､嘘つき､恥知らず､強姦者がいたからといって､
あるいはそのような名前の人が死んだからといって､私が名前を変えて新しい
よい名前をつける必要があるのか｡いや､私は自分自身の名前を使いつつも､
R分自身をそれとは｢別の人｣であると釈明するであろう｡サタンがもし我々
の創造主をうらやみ､それと同じように､その名､尊厳を自分のものにするこ
とを望んでいるとして､その人民の最も尊敬し､重んじているその名を自分に
利用し､偽物の姿で表れることがないというのか｡我々に向けて｢悪霊に居場
所を与えてはならない｣と仰られた主が自分白身のもともとの名前から逃げ
て､多少汚れていない名を探し回るというのか｡
さあ､兄弟達､決して編されないように｡健全な知恵をもち､用心深くあるよ
うに｡
｢アムガラン｣キリスト教会長老
キリストの信者､医者･医療関係者による
｢ェルヘム･ウイルス〔極上の行い〕｣協会執行部長
し.アルタンホヤグ
155-
